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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】メチシリン耐性スタフィロコッカス・アウレウ
ス（ＭＲＳＡ）を除去するための紫外線ランプを提供す
る。
【解決手段】ＵＶ源４とケーシング３とカバーガラス１
とを有する紫外線ランプであって、カバーガラス１は、
カバーガラス１がＵＶ源４を少なくとも部分的に取り囲
むようにケーシング３に接続され、カバーガラス１は、
２０７ｎｍ～２２２ｎｍの波長範囲にわたって１ｍｍの
厚さで測定された少なくとも６０％の透過率を有し、カ
バーガラス１は、ホウケイ酸ガラスであり、３．５ｐｐ
ｍ以下の総白金含有量を有し、ＩＳＯ　７１９に従って
決定されるガラス１ｇあたりのμｇ単位での抽出された
Ｎａ２Ｏ当量が２５０μｇ／ｇ以下である耐加水分解性
を有する。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ガラスであって、
　前記ガラスは、２０７ｎｍ～２２２ｎｍの波長範囲にわたって少なくとも６０％（１ｍ
ｍの厚さで測定）の透過率を有し、前記ガラスは、ホウケイ酸ガラスであり、３．５ｐｐ
ｍ以下の総白金含有量を有し、ＩＳＯ　７１９に従って決定されるガラス１ｇあたりのμ
ｇ単位での抽出されたＮａ２Ｏ当量が２５０μｇ／ｇ以下であることを特徴とする耐加水
分解性を有する、
ガラス。
【請求項２】
　前記ガラスは、２００ｎｍで少なくとも６０％の透過率（１ｍｍの厚さで測定）を有す
る、および／または、前記ガラスは、２６０ｎｍ、２８０ｎｍおよび／または３１０ｎｍ
の波長［λ］で少なくとも８５％の透過率（１ｍｍの厚さで測定）を有する、
請求項１記載のガラス。
【請求項３】
　１種以上のＵＶ遮断性不純物の総含有量は、１０ｐｐｍ未満である、
請求項１または２記載のガラス。
【請求項４】
　前記１種以上のＵＶ遮断性不純物は、鉛、カドミウム、水銀、ロジウム、六価クロム、
鉄、チタン、およびこれらの任意の組み合わせから選択される、
請求項３記載のガラス。
【請求項５】
　前記総白金含有量は、１．０ｐｐｍ未満である、
請求項１から４までのいずれか１項記載のガラス。
【請求項６】
　前記ガラスは、±０．１ｍｍ未満の波面偏差（ピークから谷まで）を有する、
請求項１から５までのいずれか１項記載のガラス。
【請求項７】
　前記ガラスは、１．４５０～１．５８０の屈折率ｎｄを有する、
請求項１から６までのいずれか１項記載のガラス。
【請求項８】
　前記ガラスは、以下の成分を、示された量（ｍｏｌ％）：
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【表１】

で含む、
請求項１から７までのいずれか１項記載のガラス。
【請求項９】
　前記ガラスは、以下の成分を、示された量（ｍｏｌ％）：

【表２】
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で含む、
請求項１から７までのいずれか１項記載のガラス。
【請求項１０】
　前記ガラスは、以下の成分を、示された量（ｍｏｌ％）：
【表３】

で含み、
　ＳｉＯ２とＡｌ２Ｏ３の含有量の合計（ｍｏｌ％）に対するＢ２Ｏ３とＲ２ＯとＲＯの
含有量の合計（ｍｏｌ％）の比率は、最大０．４でかつ少なくとも０．２６であり、
　Ｋ２Ｏに対するＮａ２Ｏのｍｏｌ％単位での含有量の比率は、１．８５～３であり、
　Ｒ２Ｏの前記量は、４ｍｏｌ％～７ｍｏｌ％であり、
　ｍｏｌ％単位でのＭｇＯとＳｒＯとＣａＯの含有量の合計に対するｍｏｌ％単位でのＢ
ａＯの比率は、０．７～２．２であり、
前記ガラスは、３５～４５の、ｍｏｌ％単位でのＢａＯに対するＢ２Ｏ３の比率を有する
、
請求項１から７までのいずれか１項記載のガラス。
【請求項１１】
　以下の成分を、示された量（ｍｏｌ％）：
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【表４】

で含むガラスであって、
　ＳｉＯ２とＡｌ２Ｏ３の含有量の合計（ｍｏｌ％）に対するＢ２Ｏ３とＲ２ＯとＲＯの
含有量の合計（ｍｏｌ％）の比率は、最大０．４でかつ少なくとも０．２６であり、
　Ｋ２Ｏに対するＮａ２Ｏのｍｏｌ％単位での含有量の比率は、１．８５～３であり、
　Ｒ２Ｏの前記量は、４ｍｏｌ％～７ｍｏｌ％であり、
　ｍｏｌ％単位でのＭｇＯとＳｒＯとＣａＯの含有量の合計に対するｍｏｌ％単位でのＢ
ａＯの比率は、０．７～２．２であり、
　前記ガラスは、３５～４５の、ｍｏｌ％単位でのＢａＯに対するＢ２Ｏ３の比率を有す
る、
ガラス。
【請求項１２】
　前記ガラスは、２１０ｎｍで少なくとも６５％の透過率（１ｍｍの厚さで測定）を有す
る、
請求項１１記載のガラス。
【請求項１３】
　請求項１から１２までのいずれか１項記載のガラスを含むかまたはそれからなる、管ま
たはロッドの形状の物品。
【請求項１４】
　ＵＶ－ＬＥＤモジュール用の、例えば水の消毒、分析機器（ＨＰＬＣ、分光計、水監視
センサー）、空気浄化、空気消毒、表面消毒（例えばキーボード消毒、エスカレーターの
手すりのＵＶ滅菌装置）、サイトメトリー、分子同定、タンパク質分析、バイオフィルム
処理、硬化、リソグラフィー、植物成長、皮膚治療（乾癬、白斑、かゆみ、神経皮膚炎、
にきび、光線性皮膚炎、光線療法、バラ色粃糠疹）、細菌検出、創薬、タンパク質分析、
皮膚ビタミンＤ３産生の誘導、および／または滅菌の群から選択される用途での、気密封
止レンズキャップとしての請求項１から１３までのいずれか１項記載のガラスの使用。
【請求項１５】
　メチシリン耐性スタフィロコッカス・アウレウス（Staphylococcus aureus）（ＭＲＳ
Ａ）を２０７～２２２ｎｍの波長範囲内の殺菌性ＵＶ光に曝露させることを含む、ＭＲＳ
Ａを除去するための請求項１から１３までのいずれか１項記載のガラスの使用であって、
前記ＵＶ光が、３．５ｐｐｍ未満の総白金含有量を有する請求項１から８までのいずれか
１項記載のガラスから製造されたランプカバーを備えたＵＶランプによって照射される、
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使用。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、メチシリン耐性スタフィロコッカス・アウレウス（Staphylococcus aureus
）（ＭＲＳＡ）を除去するためのＵＶ透過性ガラス、特にＵＶ感受性表面からＭＲＳＡを
除去するためのＵＶ透過性ガラスに関する。ＵＶ透過性ガラスは、好ましくは２０７ｎｍ
～２２２ｎｍの波長範囲内の殺菌性ＵＶ光に対して透過性であり、このＵＶ光は、本考案
のＵＶ透過性ホウケイ酸ガラスから製造されたランプカバーを備えたＵＶランプによって
放出される。本考案は、ＵＶ透過性ガラス、およびかかるＵＶ透過性ガラスの使用を含む
。
【背景技術】
【０００２】
　メチシリン耐性スタフィロコッカス・アウレウス（Staphylococcus aureus）（ＭＲＳ
Ａ）とは、スタフィロコッカス・アウレウス（Staphylococcus aureus）の他の菌株と遺
伝的に異なるグラム陽性菌の群を指す。ＭＲＳＡは、治療が困難なヒトの複数の感染症の
原因である。ＭＲＳＡは、遺伝子の水平伝播および／または自然選択によりβ－ラクタム
系抗生物質に対する多剤耐性を獲得したスタフィロコッカス・アウレウス（S. aureus）
のいずれかの菌株である。β－ラクタム系抗生物質は、いくつかのペナム（メチシリンや
オキサシリンなどのペニシリン誘導体）およびセフェム、例えばセファロスポリンを含む
広スペクトル性の群である。
【０００３】
　ＭＲＳＡは、病院、刑務所および養護施設で一般的であり、開放創、カテーテルなどの
侵襲的装置、および弱まった免疫系を有している人々は、院内感染のリスクが高くなる。
ＭＲＳＡは院内感染として始まったものの、市中感染型だけでなく家畜感染型にもなって
いる。
【０００４】
　近年の研究では、ＭＲＳＡは川や湖などの多くの地表水で確認できており、ＭＲＳＡが
飲用水源を汚染し、保育園、学校、病院、特別養護施設、老人ホーム、およびその他の医
療施設などの影響を受けやすいあらゆる種類の領域に容易に伝搬し得る機会が増えてきて
いる。
【０００５】
　下水および下水処理プラントの一般的な洗浄システムは、現在、水から多剤耐性菌をろ
過または除去するのに十分な設備を備えているとは限らないため、これは特に危険である
。
【０００６】
　ＭＲＳＡにまだ苦しめられていない数少ない国の１つはオランダである。オランダの戦
略の成功の重要な部分は、退院する前の患者のＭＲＳＡを除去する試みであった。
【０００７】
　したがって、ＭＲＳＡ、特に従来の滅菌方法に対して感受性を有する表面に存在するＭ
ＲＳＡを効果的に除去するために、使いやすい装置が大いに必要とされている。
【０００８】
　光によるＭＲＳＡの除去方法が当該技術分野で報告されている。いわゆる「光増感剤法
」は、高いＭＲＳＡリスク（または他の細菌汚染）を有する病院や他の領域で広く使用さ
れている。この方法では、光を当てると励起される光増感剤、主に色素分子が利用される
。光によって励起されると、これらの分子は反応性の酸素種を生成し、次いでそれがバク
テリアを除去する。
【０００９】
　しかし、光増感剤を使用する報告された全ての方法が、感染を効果的に防ぐのに十分な
微生物を除去するほどに十分なわけではない。これは、光増感剤が有意なダメージを与え
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るほど十分に濃縮されていない場合があるためである。さらに、多くの光増感剤は疎水性
である。このため、微生物が通常存在する水性環境（例えばバイオフィルム）に光増感剤
を分散させることは困難である。
【００１０】
　当該技術分野における別の方法は、「紫外線殺菌照射」（ＵＶＧＩ）と呼ばれ、これは
、短波長紫外（ＵＶＣ）光を使用して核酸を破壊し、それらのＤＮＡを壊すことによって
微生物を殺滅または不活化させ、生命に重要な細胞機能を実行できないようにするもので
ある。ＵＶＧＩは、食品、空気、および水の浄化など、様々な用途で使用されている。
【００１１】
　ＵＶＧＩデバイスは、空気または水の循環システムにおいて十分に強力なＵＶＣ光を生
成して、細菌、ウイルス、カビ、およびその他の病原体などの微生物にとって住みにくい
環境にすることができる。空気と水を消毒するために、ＵＶＧＩをろ過システムと組み合
わせることができる。消毒へのＵＶＧＩの利用は、２０世紀半ばから受け入れられている
慣行である。これは主に医療衛生および無菌作業施設で使用されてきた。
【００１２】
　収容設備は閉じられており、循環させてより多く確実にＵＶ曝露させることができるた
め、飲用水および廃水の殺菌にますます使用されてきている。近年、ＵＶＧＩは空気清浄
機において新たな用途が見出されている。既存のＵＶＧＩ法では、約２５０ｎｍの波長の
ＵＶ光が使用されており、例えば水銀蒸気ランプをベースとする従来の殺菌性ＵＶランプ
は２５４ｎｍの波長で放射する。
【００１３】
　しかしながら、その波長の従来の殺菌性ＵＶランプは眼に有害であり、ヒトの皮膚にＵ
Ｖに付随する前変異原性のＤＮＡ病変を生じ、曝露した哺乳類の皮膚に対して細胞毒性が
あることが報告されている。
【００１４】
　そのため、癌や他の変異原性疾患の誘発さえも含む有害な影響の危険性により、例えば
患者、医療従事者、または家畜の皮膚などの哺乳類の皮膚にＭＲＳＡの除去のための一般
的なＵＶＧＩ法を直接使用することが妨げられている。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【００１５】
　近年、遠ＵＶＣ光は、薬剤耐性の能力に関わらず細菌を効率的に殺滅するものの、従来
の殺菌性のＵＶへの曝露に付随する皮膚または眼への損傷の影響がないことが報告されて
いる。
【００１６】
　しかしながら、通常は透過性であるカバーにおいて、約２００ｎｍ～約２５０ｎｍの波
長でのＵＶ光のＵＶ吸収性が非常に大きい。例えば、ＵＶ光は３２０ｎｍを超える波長で
は従来のガラスをあまり透過しない。従来のホウケイ酸ガラスは、２９０ｎｍ未満の波長
の光を透過しない。したがって、これらのカバーは、これらが遠ＵＶ光に対して許容され
ないか、または処理される表面、例えば処理される皮膚の十分なＵＶへの曝露を保証する
ために少なくとも大量のエネルギーが必要とされるという欠点を有している。この高い運
転エネルギーはまた、大きなエネルギー散逸を招き、カバーだけでなくデバイス全体への
熱応力を増加させる。その結果、デバイスの寿命が短くなり、メンテナンスコストが増加
する。
【００１７】
　したがって、従来技術のガラス（または他の透過性カバー）を評価する際の課題は、哺
乳類の皮膚、または特定の気体および／もしくは液体のようなＵＶに感受性を有する他の
材料などの、感受性を有する表面に直接ＭＲＳＡ処理を行いやすくするために遠ＵＶＣ光
のＵＶを適用できる、新規なＵＶ透過性ガラスを提供することであった。
【課題を解決するための手段】
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【００１８】
　この課題は、本明細書に開示のＵＶ透過性ガラスによって解決される。
【００１９】
　本考案は、メチシリン耐性スタフィロコッカス・アウレウス（Staphylococcus aureus
）（ＭＲＳＡ）を除去するためのＵＶ透過性ガラスであって、該ＵＶ透過性ガラスは、２
０７～２２２ｎｍの波長範囲内の殺菌性ＵＶ光にＭＲＳＡを曝露することを可能にし、該
ＵＶ光は、３．５ｐｐｍ未満の総白金含有量を有する本考案のホウケイ酸ガラスから製造
されたランプカバーを備えたＵＶランプによって照射される、ＵＶ透過性ガラスに関する
。いくつかの実施形態では、このガラスは、さらに、それぞれ５ｐｐｍ未満である鉄、チ
タン、および他の重金属の低い含有量を有し得る。
【００２０】
　ＵＶ放射は、有機結合を解裂し得る。よって、生体物質が破壊されることにより、これ
は生命に好ましくない。さらに、多くのプラスチックは、紫外線により、ヘイズ、脆化、
および／または崩壊に起因する損傷を受ける。したがって、ＵＶ光は、特定の気体および
／または液体などの、ＵＶの影響を受けやすい可能性がある多数の感受性表面または他の
材料に有害である場合がある。
【００２１】
　ヒトの場合、ＵＶ放射に過度にさらされると、眼の屈折光学系と網膜に急性および慢性
の有害な影響を受ける場合がある。皮膚、概日リズム、および免疫系も影響を受ける可能
性がある。皮膚と眼は、２６５～２７５ｎｍのＵＶによる損傷に最も敏感である。
【００２２】
　例えば水銀蒸気ランプなどの例えば従来のＵＶＧＩランプによって放射されるような約
２５０ｎｍの波長の人工ＵＶＣ光は、例えばヒトの皮膚モデルでＵＶに付随する前変異原
性のＤＮＡ病変を生じ、曝露された哺乳類の皮膚に対して細胞毒性を有する。眼は、２６
５ｎｍ～２７５ｎｍの低いＵＶＣ帯域のＵＶによる損傷に最も敏感である。この波長の放
射は太陽光にはほとんどないものの、溶接機のアーク光やその他の人工光源でみられる。
これらへの暴露は、「電気性眼炎」または「アークアイ」（雪眼炎）を引き起こす可能性
があり、また白内障、翼状片、および瞼裂斑の形成を引き起こす可能性がある。
【００２３】
　したがって、本考案に従って照射される波長は、２０７ｎｍ～２２２ｎｍの範囲である
。約２０７ｎｍの紫外（ＵＶ）光は、典型的な殺菌性ＵＶ光（２５４ｎｍ）と同様の抗菌
特性を有しているものの、両生類、爬虫類、鳥類、哺乳類、またはヒトの皮膚などの高等
動物の外部組織被覆に損傷を与えることはない。しかしながら、別の実施形態では、これ
は軟体動物（殻）および／または節足動物（外骨格）の外表面からＭＲＳＡを除去するた
めに使用される場合もある。
【００２４】
　２５４ｎｍの光と比較して、生物学的サンプル（例えば角質層）における２０７ｎｍの
光の透過距離は限定されていることから、処理表面、特に哺乳類またはヒトの皮膚、例え
ば患者や医療従事者の皮膚に害を与えることなく、選択的な抗菌処理を行うことが可能で
ある。
【００２５】
　眼に関して、ＵＶリスクの観点から最も重要な対象はレンズである。レンズは角膜の遠
位に配置されており、角膜は十分に厚い（５００μｍ）ことから、角膜からレンズへの２
００ｎｍの光の透過は、実質的にゼロである。雪眼炎の観点から角膜への影響を考慮して
も、現在外科スタッフの間でほぼ一般的である眼の暴露に対する保護デバイスは、２０７
ｎｍのＵＶ曝露から角膜を完全に保護するものと予想される。
【００２６】
　ヒトの存在下での２０７ｎｍのＵＶ光の提案された殺菌用途は、約２００ｎｍの波長の
ＵＶ光がタンパク質（特にペプチド結合を介して）および他の生体分子によって非常に強
く吸収されるという事実に基づいているため、生体物質に浸透する能力は非常に限定的で
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ある。したがって、例えば、２００ｎｍのＵＶ光の強度は、２５０ｎｍにおける約３ｍｍ
およびより大きいＵＶ波長についてのはるかに長い距離と比較して、わずか約０．３ｍｍ
の組織で半分に減少する。対照的に、２００ｎｍのＵＶ光は水に最小限しか吸収されない
。
【００２７】
　細胞レベルでは、細菌はほとんどあらゆるヒトの細胞よりもはるかに小さい。典型的な
細菌細胞の直径は１μｍ未満であるが、典型的な真核細胞の直径は約１０～２５μｍの範
囲である。
【００２８】
　したがって、２００ｎｍのＵＶ光は、典型的な細菌細胞全体に浸透できるものの、ヒト
細胞などの典型的な真核細胞の細胞質の外周を大幅に超えて浸透することはできず、真核
細胞の核に到達する前に大幅に消衰する。
【００２９】
　対照的に、従来の殺菌灯からのより長波長の光は、大きく消衰することなくヒト細胞核
に到達し得る。これらの生物物理学的考察に基づくと、従来のＵＶＣランプからの放射は
細菌とヒト細胞の双方に対して細胞毒性と変異原性を有しているが、一方で２００ｎｍの
ＵＶ光は、細菌に対しては細胞毒性があるもののヒト細胞に対しては細胞毒性または変異
原性がはるかに少ない。
【００３０】
　しかしながら、２００ｎｍより大幅に短い波長のＵＶ光は、これらの波長ではＭＲＳＡ
の十分な除去をもはや達成できないため、有用ではない。さらに、２００ｎｍ未満の波長
では、ＵＶは酸素と反応してオゾンを形成し、これは望ましくない効果である。
【００３１】
　約２０７～２２２ｎｍの範囲のＵＶＣ光は、薬剤耐性の獲得に関わらず細菌を効率的に
除去するものの、従来の殺菌性ＵＶへの曝露に付随する皮膚や眼に損傷を与える影響はな
い。
【００３２】
　「除去」という用語は、本明細書では、ＩＳＯ　２２１９６：２０１１－０８－３１に
よる、処理後に９０％超、９５％超、９９％超、９９．９％超、または９９．９９％超の
ＭＲＳＡの減少について用いられる。
【００３３】
　そのような除去を達成するために、一実施形態では、本考案は、ＭＲＳＡおよび／また
は処理される表面のＵＶ曝露が２，０００～８，０００μＷ・ｓ／ｃｍ２、２，１００～
７，０００μＷ・ｓ／ｃｍ２、２，２００～５，０００μＷ・ｓ／ｃｍ２、または２，３
００～３，０００μＷ・ｓ／ｃｍ２の範囲である、ＵＶ透過性ガラスの使用に関する。一
実施形態では、少なくとも約２，５００μＷ・ｓ／ｃｍ２のＵＶ曝露は、ＭＲＳＡの９０
％の減少をもたらす。
【００３４】
　本考案のＵＶ透過性ガラスは、２２２ｎｍを超える波長の従来のＵＶ放射に感受性を有
するあらゆる種類のＵＶ感受性材料上のＭＲＳＡを除去するために使用することができる
。そのような「ＵＶ感受性材料」は、２２２ｎｍを超える、２５０ｎｍを超える、および
／または最大２９５ｎｍまでの波長のＵＶが有機結合または無機結合を解裂し得る任意の
材料とすることができる。そのようなＵＶ感受性材料としては、２２２ｎｍ～２９５ｎｍ
および／または最大２９５ｎｍまでの紫外線放射により、ヘイズ、脆化、および／または
崩壊に起因する損傷を受ける任意のプラスチックを挙げることができる。
【００３５】
　別の実施形態では、ＵＶ感受性材料は、２２２ｎｍを超える、または２５０ｎｍを超え
る、および／または最大２９５ｎｍまでのＵＶ放射によって特定のポリマーを製造するた
めに、モノマーの架橋に感受性を有することができる。さらに別の実施形態では、ＵＶ感
受性材料は、２２２ｎｍを超える、または２５０ｎｍを超える、および／または最大２９
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５ｎｍまでのＵＶに対して感受性を有する気体または液体とすることができる。
【００３６】
　さらに別の実施形態では、ＵＶ感受性材料は、２２２ｎｍを超える、または２５０ｎｍ
を超える、および／または最大２９５ｎｍまでのＵＶに感受性を有する医薬組成物とする
ことができる。
【００３７】
　さらに別の実施形態では、ＵＶ感受性材料は、昆虫、無脊椎動物、脊椎動物、哺乳類ま
たはヒト（例えば軟体動物、魚類、両生類、爬虫類、鳥類、哺乳類、および／もしくはヒ
トの皮膚、またはロブスターや昆虫などの節足動物由来のキチン質の外骨格）などの生物
学的組織表面とすることができる。
【００３８】
　したがって、本考案の定義による「生物学的組織表面」という用語は、２２２ｎｍを超
える、または２５０ｎｍを超える、および／または最大２９５ｎｍまでのＵＶ放射によっ
て害を受ける可能性があるあらゆる生物学的表面を包含する。一実施形態では、本考案は
、２０７～２２２ｎｍの波長範囲外のＵＶ放射によって害を受ける可能性がある生物学的
表面、および２０７～２２２ｎｍの波長範囲内のＵＶ放射によって害を受けない生物学的
表面を含む。
【００３９】
　本考案において、「組織」という用語は、細胞と完全な臓器との間の任意の細胞組織レ
ベルに使用される。組織は、一体となって特定の機能を実行する同じ起源の類似した細胞
とそれらの細胞外基質との集合体である。その後、複数の組織が一緒に機能的にグループ
化することによって臓器が形成される。
【００４０】
　当然、特にＭＲＳＡの除去中にＵＶ放射にさらされ得る組織が含まれるべきである。ほ
とんどの場合、これらの組織は、皮膚の表面、気道、生殖管、消化管の内壁などの、臓器
表面を覆う細胞によって形成される上皮組織であり、上皮層を構成する細胞は、半透膜の
密着結合を介して結合している。したがって、この組織は、それが覆う臓器と外部環境と
の間に障壁を与える。この保護機能に加えて、上皮組織は、分泌、排泄、および吸収にお
ける機能に特化されている場合もある。上皮組織は、微生物、怪我、および体液の喪失か
ら臓器を保護するのに役立つ。
【００４１】
　したがって、本考案のＵＶ透過性ガラスは、好ましくは、例えば皮膚組織やＵＶへの眼
の暴露が避けられない場所などのＵＶ感受性表面に存在するＭＲＳＡの例えばＵＶ処理な
ど、従来のＵＶＧＩデバイスが適用可能でないか適切ではない場合がある使用に関する。
【００４２】
　「哺乳類」という用語は、本明細書では、哺乳綱を構成し、かつ雌におけるその子供に
栄養補給（授乳）するための乳を産生する乳腺、新皮質（脳の領域）、毛皮または毛髪、
および３つの中小耳の骨の存在を特徴とする、あらゆる脊椎動物を指す。これらの特徴は
、２億１００万年前から２億２７００万年前の三畳紀後期に分岐した爬虫類や鳥類とは異
なる。哺乳類は約５，４５０種存在する。最大の目は、げっ歯目、コウモリ目、およびト
ガリネズミ目（Soricomorpha）（トガリネズミなど）である。次の３つは、霊長目（類人
猿、サルなど）、鯨偶蹄目（Cetartiodactyla）（陸生クジラおよび偶蹄）、および食肉
目（Carnivora）（猫、犬、アザラシなど）である。この哺乳類の定義には、ヒトも含ま
れる。
【００４３】
　したがって、「哺乳類の皮膚」という用語は、家畜の皮膚を含む哺乳類のあらゆる皮膚
を指し、「家畜」という用語は、一般に、例えば牛、山羊、馬、豚、および羊などの労働
力および商品、例えば肉、卵、牛乳、毛皮、皮革、および毛を生産するために農業環境で
飼育される家畜として定義される。
【００４４】
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　さらに、「哺乳類の皮膚」という用語には、例えば、患者、医療従事者、免疫系が弱い
かまたは欠如している人々（高齢者、小児、術後、臓器移植後、ＨＩＶ陽性者など）、Ｍ
ＲＳＡへの潜在的な曝露が多い人などの、ヒトの皮膚も含まれる。
【００４５】
　従来技術のＵＶランプカバーは、サファイア、合成石英、または石英ガラス（溶融シリ
カガラス）製である。しかしながら、サファイアは他の透過性材料と比較して非常に高価
であり、またガラスや金属のように曲げたり、成形したり、延伸したり、融着結合させた
りすることができない。加えて、ＵＶＣ波長でのＵＶ吸収性が非常に高く、２５０ｎｍ未
満の波長ではほとんど透過しない。
【００４６】
　一実施形態では、本考案のＵＶ透過性ガラスは、２００ｎｍで少なくとも５０％、より
良好には少なくとも６０％、もしくは少なくとも７０％、ならびに／または２６０ｎｍ、
２８０ｎｍ、および／もしくは３１０ｎｍの波長［λ］で少なくとも８５％の透過率（１
ｍｍの厚さで測定）を有する。
【００４７】
　石英ガラスおよび溶融シリカガラスは、融点が高いことに起因して、他の標準的なガラ
スよりも溶融および吹き込みの温度および労力がはるかに大きいため、製造コストも高い
。さらに、管状体以外の形態は、大きなブロックから研いだり磨いたりしなければならな
い。製造コストに加えて、これらのカバーは、処理される物体、気体、または液体を確実
に十分にＵＶ曝露させるために大量のエネルギーを必要とするという欠点を有している。
【００４８】
　しかしながら、本考案のガラスは、キャスティング、ダナー、ベロー、および／または
ダウンドロープロセスによって製造されるロッド、管、およびバーの形成に適している。
【００４９】
　さらに、動作温度が高いことに起因して、時間の経過とともにたるみや崩れの影響が生
じる場合があり、特に温度が高温でサイクルされる場合には、表面の失透が見られるよう
になる場合がある。しかし、これによりカバーの耐候性効果がさらに高まってＵＶ吸収が
増加し、処理対象、気体、または液体の十分なＵＶ曝露を保証するために、さらに高い動
作エネルギーが必要となる。これは悪循環である。
【００５０】
　高い動作エネルギーのため、カバーだけでなくデバイス全体への熱応力が増加し、これ
によりデバイスの寿命が短くなり、メンテナンスコストが増加する。
【００５１】
　本考案のガラスは、優れた光学特性を有し得る。一実施形態では、ガラスは、１．４０
～１．５８の屈折率ｎｄ（λ＝５８７．６ｎｍ）を有する。屈折率は１．５０未満にする
ことができる。
【００５２】
　本明細書に記載のガラスは、優れたＵＶ透過性を有する。これらは、以下の光学特性の
うちの１つ以上を有し得る：
－　少なくとも６０％、一実施形態では少なくとも６２．５％の２００ｎｍでのＵＶ透過
率（厚さｄ＝１ｍｍで測定）；
－　少なくとも６５％、一実施形態では少なくとも６７．５％の２０７ｎｍでのＵＶ透過
率（厚さｄ＝１ｍｍで測定）；
－　少なくとも６５％、一実施形態では少なくとも６９％の２１０ｎｍでのＵＶ透過率（
厚さｄ＝１ｍｍで測定）；
－　少なくとも７５％、一実施形態では少なくとも８１％の２３０ｎｍでのＵＶ透過率（
厚さｄ＝１ｍｍで測定）；および／または
－　少なくとも８２．５％、一実施形態では少なくとも８５．２％の２５０ｎｍでのＵＶ
透過率（厚さｄ＝１ｍｍで測定）。
【００５３】



(12) JP 3233968 U 2021.9.9

10

20

30

40

50

　一実施形態では、ガラスは、２０７ｎｍで少なくとも６５％から２２２ｎｍで少なくと
も７５％の範囲の、２０７ｎｍ～２２２ｎｍの波長領域でのＵＶ透過率（厚さｄ＝１ｍｍ
で測定）を有する。一実施形態では、ＵＶ透過率は、２０７ｎｍで少なくとも６７．９％
から２２２ｎｍで少なくとも７６．８％の範囲である。
【００５４】
　ガラスおよび／またはガラス物品は、好ましくは、２５４ｎｍの波長で少なくとも５０
％、好ましくは少なくとも７０％、少なくとも８０％、または少なくとも８３％の透過率
を有する。一実施形態では、２５４ｎｍにおける透過率は、最大９９．９％、最大９５％
、または最大９０％である。透過率は、具体的には１ｍｍのサンプル厚で測定される。
【００５５】
　明確にするために記載しておくと、透過率が特定の波長で測定されるという指示は、ガ
ラスが指定の厚さに制限されることを意味するものではない。そうではなく、厚さは透過
率を測定できる厚さを示す。測定のための厚さを指定することで、値を確実に比較するこ
とができる。当業者は、任意の適切な厚さのガラスを以下に記載のガラスカバーおよびデ
バイスに使用できることを理解するであろう。加えて、当業者は、１ｍｍ以外の厚さで透
過率を測定可能であり、１ｍｍでの透過率値がそのような測定から計算できることを理解
するであろう。
【００５６】
　本考案は、低いＵＶ吸収（すなわち高いＵＶＣ透過）を示す新規なガラスおよびガラス
カバー（ランプカバー、ＬＥＤカバーガラス）を利用し、またそれらに関し、それにより
、動作エネルギーを減少させ、動作温度を低下させる。さらに、本考案の新規なガラスお
よびガラスカバーは、比較的安価で製造が容易であり、曲げたり、成形したり、延伸した
り、融着結合したりすることで多様な形状を保証することができ、またほとんどの化学物
質、および温度や物理的なストレスに対する耐性を有する。
【００５７】
　一実施形態では、ガラスは、２０７ｎｍ～２２２ｎｍの波長範囲にわたって少なくとも
６０％（１ｍｍの厚さで測定）の透過率を有し、このガラスは、３．５ｐｐｍ以下の総白
金含有量を有し、いくつかの実施形態ではそれぞれ５ｐｐｍ未満の低い鉄とチタンの含有
量も有し、かつＩＳＯ　７１９に従って決定されるガラス１ｇあたりのμｇ単位での抽出
されたＮａ２Ｏ当量が２５０μｇ／ｇ以下、２００μｇ／ｇ以下、１８０μｇ／ｇ以下、
１２５μｇ／ｇ以下、５０μｇ／ｇ以下、４０μｇ／ｇ以下、または２５μｇ／ｇ以下で
あることを特徴とする耐加水分解性を有する、ホウケイ酸ガラスである。
【００５８】
　一実施形態では、ガラス中のＰｔ汚染（すなわちＰｔ０、Ｐｔ２＋、Ｐｔ４＋、および
Ｐｔ６＋、「総白金含有量」とも呼ばれる）が、２００ｎｍ～約２５０ｎｍのＵＶ透過率
を低下させ得ることが見出された。理論に拘束されるものではないが、ガラス中の白金汚
染は、ガラス内での核形成によって相分離を引き起こす可能性があると考えられる。本考
案のガラスは、金属汚染がないか非常に低い、特にＰｔ汚染が３．５ｐｐｍ未満または２
．５ｐｐｍ未満であるホウケイ酸ガラスである。別の実施形態では、０～３．５ｐｐｍ、
０～２．５ｐｐｍ、０～２．０ｐｐｍ、０～１．５ｐｐｍ、０～１．０ｐｐｍ、０～０．
７５ｐｐｍ、０～０．５ｐｐｍ、０～０．２５ｐｐｍが好ましい。さらなる実施形態では
、ガラスはＰｔ汚染を有さない。
【００５９】
　さらに別の実施形態では、ガラス中のＴｉＯ２汚染（「チタン含有量」とも呼ばれる）
も、２００ｎｍ～約２５０ｎｍのＵＶ透過率をさらに低下させ得ることが見出された。し
たがって、一実施形態では、ＴｉＯ２含有量が１００ｐｐｍ以下、好ましくは５０ｐｐｍ
以下のガラスが好ましい。好ましくは、ＴｉＯ２の量は、７ｐｐｍ未満、６ｐｐｍ未満、
５ｐｐｍ未満、または４ｐｐｍ未満にすべきである。別の実施形態では、ＴｉＯ２含有量
は、０～６．９ｐｐｍ、０～５．８ｐｐｍ、０～４．７ｐｐｍ、０～３．８ｐｐｍ、また
は０～２．５ｐｐｍとすることができる。任意選択的な組成物では、０～１．５ｐｐｍ、
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０～１．０ｐｐｍ、０～０．７５ｐｐｍ、０～０．５ｐｐｍ、または０～０．２５ｐｐｍ
の含有量が好ましい。さらなる実施形態では、ガラスはＴｉＯ２汚染を有さない。
【００６０】
　さらに別の実施形態では、ガラス中のＦｅ汚染も、２００ｎｍ～約２５０ｎｍのＵＶ透
過率をさらに低下させ得ることが見出された。本明細書では、鉄含有量は、ｐｐｍ単位の
Ｆｅ２Ｏ３の重量部として表される。この値は、ガラス中に存在する全ての鉄種の量を決
定し、質量分率の計算のために全ての鉄がＦｅ２Ｏ３として存在すると仮定することによ
り、当業者によく知られている方法で決定することができる。例えば、ガラス中で１ｍｍ
ｏｌの鉄がみられる場合、計算で推定される質量は１５９．７０ｍｇのＦｅ２Ｏ３に相当
する。この手順は、ガラス中の個々の鉄種の量を確実に決定できない、あるいは多大な労
力を払ったときしか決定できないという事実を考慮に入れている。いくつかの実施形態で
は、ガラスは、１００ｐｐｍ未満、特には５０ｐｐｍ未満、または１０ｐｐｍ未満のＦｅ

２Ｏ３を含む。鉄含有量が特に低い実施形態では、Ｆｅ２Ｏ３の含有量は、６ｐｐｍ未満
、５ｐｐｍ未満、または４．５ｐｐｍ未満である。任意選択的には、Ｆｅ２Ｏ３の含有量
は、０～４．４ｐｐｍ、０～４．０ｐｐｍ、０～３．５ｐｐｍ、０～２．０ｐｐｍ、また
は０～１．７５ｐｐｍである。いくつかの実施形態では、含有量は、０～１．５ｐｐｍ、
または好ましくは０～１．２５ｐｐｍとすることができる。さらなる実施形態では、ガラ
スはＦｅ２Ｏ３による汚染を有さない。
【００６１】
　したがって、好ましい実施形態では、Ｐｔ、ＴｉＯ２、および／またはＦｅ２Ｏ３によ
る全ての汚染の合計が２０ｐｐｍ未満、別の実施形態では１８．５ｐｐｍ未満、別の実施
形態では１３．５ｐｐｍ未満、別の実施形態では１０．５ｐｐｍ未満、別の実施形態では
８．５ｐｐｍ未満のガラスが好ましい。別の実施形態では、全ての汚染の合計が０～８．
２ｐｐｍ、０～７．０ｐｐｍ、０～６．０ｐｐｍ、０～５．０ｐｐｍ、０～４．０ｐｐｍ
、０～３．０ｐｐｍ、０～２．０ｐｐｍ、０～１．０ｐｐｍ、０～０．５ｐｐｍ、０～０
．２５ｐｐｍであるガラスが好ましい。さらなる実施形態では、ガラスは、Ｐｔ、ＴｉＯ

２、および／またはＦｅ２Ｏ３から選択される金属のうちの少なくとも１つ、２つ、また
は最大３つ全てによる汚染を有さない。
【００６２】
　また、遷移元素ならびに／または重金属、例えば鉛、ロジウム、カドミウム、水銀、お
よび六価クロムなどによる他の汚染は、１０ｐｐｍ未満、別の実施形態では８．５ｐｐｍ
未満に維持され得る。別の実施形態では、これらの汚染は、０～８．２ｐｐｍ、０～７．
０ｐｐｍ、０～６．０ｐｐｍ、０～５．０ｐｐｍ、または０～４．０ｐｐｍで維持され得
る。別の実施形態では、これらの汚染のレベルは、０～３．０ｐｐｍ、０～２．０ｐｐｍ
、０～１．０ｐｐｍ、０～０．５ｐｐｍ、または０～０．２５ｐｐｍとすることができる
。さらなる実施形態では、ガラスは、遷移金属および／または重金属による汚染を有さな
い。
【００６３】
　本明細書において化学元素について言及されている場合、その記述は、個々の場合に別
段の記載がない限り、任意の化学形態を指す。例えば、ガラスが１００ｐｐｍ未満のＡｓ
含有量を有するという記述は、存在するＡｓ種（例えばＡｓ２Ｏ３、Ａｓ２Ｏ５など）の
質量分率の合計が１００ｐｐｍの値を超えないことを意味する。
【００６４】
　本明細書において、「ｐｐｍ」という用語は、重量比基準（ｗ／ｗ）の百万分率を意味
する。
【００６５】
　適切なＵＶ透過率のガラスを製造するためには、製造プロセス中の金属汚染を回避する
必要がある。
【００６６】
　一実施形態では、本考案のガラスは、高いＵＶ透過率ならびに以下の追加の範囲の物理
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的および化学的パラメータを有するホウケイ酸ガラスである。
【００６７】
　石英とは異なり、本考案のガラスは、優れた溶融特性、例えば低い転移温度と作業点を
有する。適切なガラスパラメータの例は、４００℃～５００℃、一実施形態では４２０℃
～４６０℃、別の実施形態では４５０℃～４８０℃などの、５５０℃未満の転移温度Ｔｇ

（ＩＳＯ　７８８４－８）から選択することができる。
【００６８】
　ガラスは、４１０℃～５５０℃、例えば一実施形態では４４５℃～４８５℃、別の実施
形態では４９０℃～５１０℃のＴ１３温度、すなわち１０１３ｄＰａ・ｓの粘度η（ＩＳ
Ｏ　７８８４－４）におけるガラス温度（徐冷点）を有し得る。ガラスは、６５０℃～７
５０℃、例えば一実施形態では６９０℃～７１５℃、別の実施形態では７００℃～７２５
℃の軟化点、すなわち粘度が１０７．６ｄＰａ・ｓになる温度（軟化点）（ＩＳＯ　７８
８４－３）を有し得る。ガラスは、１０００℃～１１５０℃、一実施形態では１０６０℃
～１１００℃など、別の実施形態では１０９０℃～１１４０℃の作業点、すなわち粘度が
１０４ｄＰａ・ｓになる温度（作業点）（ＩＳＯ　７８８４－２）を有し得る。これらの
パラメータの１つ以上によって表される温度－粘度依存性は、引き伸ばされるかその他の
ＵＶランプカバーやＵＶ－ＬＥＤカバーなどの任意の望まれる形状へと成形されるガラス
の能力に付随する。
【００６９】
　したがって、一実施形態では、ガラスは、４２０℃～４６５℃のＴｇ：４４５℃～４８
５℃のＴ１３、６９０℃～７１５℃の軟化点、および１０６０℃～１１００℃の作業点を
有する。
【００７０】
　別の好ましい実施形態では、ガラスは、４６０℃～４７０℃のＴｇ：４９０℃～５１０
℃のＴ１３、７００℃～７２５℃の軟化点、および１０９０℃～１１４０℃の作業点を有
する。
【００７１】
　本考案のガラスは、２５℃で２～２．５ｇｃｍ－３の密度ρを有し得る。密度が低いた
め、ガラスは、可搬式の用途、例えば可搬式ＭＲＳＡ除去装置に最適である。
【００７２】
　本考案のガラスは、９０℃で０．８～１．２Ｗｍ－１Ｋ－１の熱伝導率λｗを特徴とす
ることができ、そのためランプカバーとしての使用に最適である。
【００７３】
　ＵＶＣガラスおよびそれから製造されたＵＶＣガラスカバーは、以下の追加的な特徴を
有する：
　「ソラリゼーション」という用語は、材料が紫外光などの高エネルギー電磁放射に曝露
された後に光透過率が変化する物理学における現象を指す。透明なガラスや多くのプラス
チックは、Ｘ線の照射を受けると琥珀色、緑色、またはその他の色に変化し、砂漠での長
期間の日光曝露後にはガラスが青色に変化する場合がある。ソラリゼーションは、材料の
物理的または機械的な特性を恒久的に劣化させる場合もあり、環境内のプラスチックの分
解に関与するメカニズムの１つである。
【００７４】
　本考案のガラスは、「ソラリゼーション」に対して非常に良好な耐性を示すことができ
（実施例の項参照）、そのため、ＵＶガラスとしての使用に非常に適している。「ソラリ
ゼーション」は、短波長のＵＶ光に曝露されることによって引き起こされる、様々な波長
範囲の光の透過率の低下である。ソラリゼーションは、ガラスを着色させるか完全に不透
明にする可能性がある。
【００７５】
　したがって、「耐ソラリゼーション性」とは、ＵＶ照射後であっても特定の波長で高い
透過率を維持するガラスの特性である。これは、誘起吸光度α（λ）を計算することによ



(15) JP 3233968 U 2021.9.9

10

20

30

40

50

り説明することができる：
【数１】

ここで、Ｔ（λ）０は照射前の透過率であり、Ｔ（λ）ｉは重水素ランプによってｉ時間
照射した後の透過率である。α（λ）が小さいほど、ガラスはソラリゼーションに対して
より耐性を有している。耐ソラリゼーション性は、本明細書では波長２００ｎｍについて
記述される。耐ソラリゼーション性の規定については、本明細書では約０．７０ｍｍ～０
．７５ｍｍのサンプル厚が想定されている。これは、このサンプル厚で測定が行われるこ
とを意味する。実用新案登録請求されるガラス物品自体は、異なる厚さを有することがで
きる。照射は重水素ランプを用いて行われる。重水素ランプは、非常に短波のＵＶ範囲ま
で発光する。本明細書で使用されているランプのカットオフ波長は１１５ｎｍである。重
水素ランプの出力は約１Ｗ／ｍ２とすることができる。以下の重水素ランプ（ＤＵＶ）を
使用することができる：１１５ｎｍまでの十分な発光のためのＭｇＦ２フィルターを備え
たHeraeus Noblelight GmbH, Type V04, S-Nr.: V0390 30 W。
【００７６】
　本考案で使用されるガラスは、非常に良好な耐加水分解性および高い気密性も示す。
【００７７】
　相分離係数は、相分離の結果としてＩＳＯ　７１９で定義されている耐加水分解性を変
化させるガラスの特性の尺度である。相分離は、温度の影響によりガラスが溶融する際に
生じる。相分離係数が１にできるだけ近いガラスを選択することが有利なことが証明され
ているため、相分離したガラスのガラス特性は、耐加水分解性の点でそのままのガラスと
大きく変わらない。相分離係数は、ガラスの組成だけでなく、その熱履歴（冷却状態）に
も影響される。
【００７８】
　相分離係数Ｅは以下の通りに計算される。
【００７９】

【数２】

【００８０】
　ここで、ＥｑｕｒｏｈおよびＥｑｕｅｎｔは、それぞれ非相分離ガラスと相分離ガラス
の、ＩＳＯ　７１９：１９８９－１２に従って決定されたガラス１ｇあたりのμｇ単位で
の抽出されたＮａ２Ｏ当量である。相分離係数はガラスの特性である。この係数は、実用
新案登録請求されるガラスが相分離をしたことを意味するものではないものの、相分離が
発生する場合には、加水分解安定性への影響は係数で指定された範囲内にある。全てのガ
ラスは、その相分離係数について分析することができる。この目的のために、抽出された
Ｎａ２Ｏの当量は、相分離した試験片と相分離していない試験片とで測定される。測定の
目的のために、「相分離したガラス」は、ガラス転移温度（Ｔｇ）よりも１００℃高い温
度で４時間ガラス試験片を保持することによって得られる。この温度処理により、一定レ
ベルの相分離が保証される。
【００８１】
　耐加水分解性は、ガラス１ｇあたりのμｇ単位での抽出されたＮａ２Ｏ当量として表す
ことができる。ガラス１ｇあたりのμｇ単位での抽出されたＮａ２Ｏ当量は、ＩＳＯ　７
１９：１９８９－１２に従って決定される。これは、９８℃の水の中のガラスからの塩基
性化合物の抽出性の尺度である。
【００８２】
　一実施形態では、ガラスは、０．１～１．６５、または０．２～１．６５、または０．
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３５～１．６５、または０．４０～１．６５、または０．６５～１．６５、特には０．７
０～１．１０の範囲の、その耐加水分解性に関する相分離係数を有する。特に、この係数
は、少なくとも０．１、または少なくとも０．２、または少なくとも０．３５、または少
なくとも０．４０、または少なくとも０．７０である。好ましくは、この係数は１．００
に近く、これは相分離後の未変化の耐加水分解性の場合に対応する。１つの変形形態では
、相分離係数は最大１．４０、最大１．２５、または最大１．１０である。
【００８３】
　一実施形態では、係数は、少なくとも０．７０かつ最大１．６である。別の変形形態で
は、相分離係数は少なくとも０．３０かつ最大０．５である。
【００８４】
　ガラスの特性のため、ＵＶＣガラスカバーは、例えばレーザーガラスフリットシーリン
グを使用して気密封止することができる。多くのＵＶＧＩの利用は、水性環境（例えばバ
イオフィルム処理や水処理）、高湿環境（例えば下水システム）、および／または高ガス
圧もしくは真空下の環境で行われるため、この気密封止は重要である。さらに、気密封止
により、最終的なデバイス、例えばＵＶＣ－ＬＥＤランプのオートクレーブ処理が可能に
なり、これにより、病院、外科手術、実験室、または高い衛生基準が必要とされるその他
の環境で使用することができる。
【００８５】
　これは、レーザーフリットシーリングに必要な熱特性を有さずそのため気密封止できな
い従来のガラス、石英、および／または溶融シリカガラスとは対照的である。しかしなが
ら、本明細書に記載のガラスは、亀裂のない密着したガラスフリット連結を達成するのに
適している。
【００８６】
　本考案のガラスは、好ましくは、最大０．００５５、より好ましくは最大０．００５３
、または最大０．００５１の生成物ＣＴＥ［℃－１］×Ｔ４［℃］を有する。生成物は、
少なくとも０．００４４または少なくとも０．００４５とすることができる。これらのガ
ラスは、溶融応力および溶融挙動に関して有利な特性を示すことが示された。
【００８７】
　「Ｔ４」は、ガラスが１０４ｄＰａ・ｓの粘度を有する温度である。Ｔ４は、ガラスの
粘度を決定するための当業者に公知の方法、例えばＤＩＮ　ＩＳＯ　７８８４－１：１９
９８－０２に従って測定することができる。「Ｔ１３」は、ガラスが１０１３ｄＰａ・ｓ
の粘度を有する温度である。
【００８８】
　平均線熱膨張係数α（ＣＴＥ）（２０℃；３００℃、ＩＳＯ　７９９１に準拠）は、一
実施形態では３．０～６．０×１０－６Ｋ－１である。熱膨張係数（ＣＴＥ）は、４．５
×１０－６Ｋ－１未満とすることができる。これは、３．５～５×１０－６Ｋ－１未満、
より好ましくは３．７５～４．７５×１０－６Ｋ－１、より好ましくは４．１～４．６×
１０－６Ｋ－１、さらに好ましくは４．１～４．５×１０－６Ｋ－１の範囲とすることが
できる。これにより、熱膨張特性をＵＶデバイスの全体的な熱膨張特性に合わせることが
できるため、ガラスカバー内の張力が防止される。一実施形態では、同じまたは類似のＣ
ＴＥが、ＵＶＣガラスカバーおよびその下にあるＵＶデバイス（例えばＵＶＣ－ＬＥＤパ
ッケージ）の双方に対して選択される。
【００８９】
　好ましくは、ガラス転移温度は５００℃未満である。これは、４００℃～５５０℃の範
囲、より好ましくは４１０℃～５００℃、別の実施形態では４２０℃～４８０℃の範囲と
することができる。処理温度Ｔ４は、ガラスの粘度が１０４ｄＰａ・ｓになる温度である
。本考案のガラスの処理温度Ｔ４は、１２００℃未満、いくつかの実施形態では１１２５
℃未満とすることができる。これは、１０００℃～１２００℃の範囲、より好ましくは１
０２５℃～１１７５℃の範囲とすることができる。
【００９０】
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　ＴｇおよびＴ４を含む溶融特性が望まれる範囲内にあるようにするためには、ＳｉＯ２

とＡｌ２Ｏ３の合計に対するＢ２Ｏ３の含有量（ｍｏｌ％）の比率を狭い範囲に設定する
ことが有利な場合がある。有利な実施形態では、この比率は、少なくとも０．１５および
／または最大０．４である。
【００９１】
　ガラスのもう１つの重要な特性は、材料の屈折率ｎｄの優れた空間的均一性である。任
意選択的には、ガラス内の屈折率の変化は、以下の式に従って、ガラスを通過する波面の
変形に対応し得る：
Δｓ＝Δ（ｎｄ

＊ｄ）＝Δｎｄ
＊ｄ＋Δｄ＊ｎｄ

ここで、Δｓは波面偏差であり、ｄはガラスの厚さであり、Δｄは厚さの変化（最大厚さ
と最小厚さとの差）であり、Δｎｄはガラスの屈折率の変化（最大屈折率と最小屈折率と
の差）である。本考案は、さらに、所定の波面偏差を有するガラス物品を含む。
【００９２】
　波面偏差は、上の式に従って計算することができる。屈折率ｎｄ（λ＝５８７．６ｎｍ
）および厚さは、２０℃で決定することができる。一実施形態では、波面偏差は、１ｃｍ
２の表面積にわたって決定および／または適用される。波面偏差は、厚さが１０ｍｍ以下
のガラス、または１ｍｍ以下のガラスについて決定することができる。任意選択的には、
厚さは少なくとも２００μｍにすることができる。波面偏差は、±０．１ｍｍ未満、±０
．０８ｍｍ未満、さらなる実施形態では±０．０３５ｍｍ未満、±２５μｍ未満、±１５
μｍ未満、または±５μｍ未満とすることができる。任意選択的には、波面偏差は、０．
１μｍ～２５０μｍ、または１μｍ～１００μｍ、または２μｍ～８５μｍとすることが
できる。
【００９３】
　波面偏差は、例えば放電ランプで使用されるような例えばガラス管の場合では軸方向に
測定することができ、あるいはＵＶＣ－ＬＥＤのレンズで使用されるような例えばロッド
部分の場合では横方向に測定することができる。
【００９４】
　波面は、波面センサーによって測定することもできる。これは、光学系における光学品
質またはその欠如を表すためにコヒーレント信号の波面収差を測定するデバイスである。
特定の方法に拘束されるものではないが、非常に一般的な方法は、シャック・ハルトマン
小型レンズアレイを使用することである。
【００９５】
　シャック・ハルトマンシステムに代わる波面センシング技術は、位相イメージングや曲
率センシングなどの数学的手法である。これらのアルゴリズムは、特殊な波面光学系を必
要とせずに、様々な焦点面での従来の明視野画像から波面画像を計算する。
【００９６】
　本考案によるガラスおよびガラス物品は、ガラス内の波面変形（脈理、気泡、縞など）
の低い含有量を有し得る。一般的には、材料の屈折率の全体的なまたは長い範囲の均一性
と、ガラスの均一性からの短い範囲の偏差とを区別することができる。脈理とは、ガラス
における空間的に短い範囲の均一性の変動である。短い範囲の変動は、約０．１ｍｍ～最
大２ｍｍの距離にわたる変動であるのに対して、屈折率の空間的に長い範囲の全体的な均
一性は、ガラス片全体にわたる。
【００９７】
　いくつかの実施形態では、紫外線透過フィルターを使用することができ、これは、特定
の望ましくないＵＶ波長、例えば２０７ｎｍ未満、いくつかの実施形態では２００ｎｍ未
満、および／または２２２ｎｍ超、いくつかの実施形態では２５０ｎｍ超の波長を除去す
る。
【００９８】
　本考案によるＵＶカバー用のガラスは、例えば、ターゲットへのＵＶ光の方向集束のた
めに、ＵＶ光線を光学的に成形するためにレンズの成形を可能にすることができる。
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【００９９】
　１０°～１８０°の任意のビーム角度が可能である。いくつかの実施形態では、１０°
～２０°、２０°～３０°、３０°～４０°、４０°～５０°、５０°～６０°、６０°
～７０°、７０°～８０°、８０～９０°を利用することができる。別の実施形態では、
１５°～３５°、２５°～４５°、３５°～６０°、４５°～９０°、７５°～１２０°
、９０°～１４５°、１２０°～１８０°を使用することができる。
【０１００】
　いくつかの実施形態では、例えば特定のサイズまたは特定の体積の表面または特定の直
径の管を１回の処理で汚染除去する必要がある場合には、９０°、１２０°、さらには１
８０°などのかなり広いビーム形状が有用である。
【０１０１】
　別の実施形態では、１０°、５°、さらには１°などの狭いビーム形状が有用である。
例えば、標的部位にＵＶ曝露を集中させ、エネルギー対照射比の効率またはＵＶ光へのＵ
Ｖ感受性表面の暴露が低下することになる無指向性の望ましくない放射を回避するために
、狭いビーム形状を使用することができる。一例は、眼の所定の領域の限定的な汚染除去
とすることができる。
【０１０２】
　さらに、複雑なＭＲＳＡ除去の課題を解決するために、様々なレンズ形状およびビーム
角度を使用することができる。例えば、異なる感受性レベルのＵＶ感受性表面が互いに隣
接しており、１回の処理でＵＶ曝露する必要がある場合である。
【０１０３】
　例えば、創傷自体が周囲の皮膚よりも少ないＵＶにさらされる創傷治療および／または
手術中などに、隣接する領域よりもＵＶ曝露が多い複数の領域で患者の皮膚を処理するこ
とが適切な場合がある。
【０１０４】
　本考案は、本考案のＵＶＣ透過性ガラスから製造されたカバーを有するＬＥＤパッケー
ジも含む。
【０１０５】
　本考案によるＬＥＤパッケージは、以下を含み得る：
・ＬＥＤチップ；
・任意選択的な、ＬＥＤチップが取り付けられている基板－例えばＰＣＢ、ポリマー、無
機材料製、特にセラミック、金属製のもの；
・任意選択的な、ＬＥＤチップに接触させるための導電体用のフィードスルーを含む場合
のベースプレート（金属、セラミック、ガラスセラミック、稀にポリマー）；
・ベースプレートに取り付けられているか、ベースプレートを囲んでおり、ある種のキャ
ビティを形成している、ＬＥＤチップを含むフレーム（金属、セラミック、ガラスセラミ
ック、稀にポリマー）；
・少なくとも部分的に透明でありパッケージを閉じているか、全体として透明な材料から
製造されている、チップから外方を向いて離れているハウジング（カバー）の末端部分；
カバーの少なくとも透明な部分は、本明細書に記載のＵＶＣ透過性ガラス製である。
【０１０６】
　そのようなウインドウは、平坦であるかまたは光の経路を変更するための形状（すなわ
ちレンズ形状）を有し得る。
【０１０７】
　前述したように、ＵＶＣ－ＬＥＤは、これらがオートクレーブ処理可能となり、滅菌可
能となり、かつ流体に対する耐性を有するように、ある方法で（例えばレーザーフリット
シーリング）パッケージングおよび封止することができる。そのようなＵＶＣ－ＬＥＤは
、空気および水、表面の殺菌；ならびに医療／歯科用途で使用することができる。
【０１０８】
　本明細書に記載のＵＶＣ透過性ガラスを有するＵＶＣ－ＬＥＤは、従来のＵＶＧＩラン
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プまたはデバイス（水銀蒸気ランプなど）と比較して、例えば以下のような他の利点を有
する：
・エネルギーを無駄にすることなく「オンデマンド消毒」を可能にする即時のオン／オフ
機能；
・単純な設計で「対象を絞った消毒」を可能にする、（特にはビーム角度の制御を可能に
するレンズの使用による）指向性放射；
・頑丈で携帯可能なデバイスにおける使用を可能にする半導体の耐久性；
・エネルギー効率を向上させ、かつ単純で安価な電気駆動装置をもたらす低ＤＣ電力要件
；
・設計の柔軟性を最大化させるコンパクトなパッケージング；
・有害な水銀への暴露なしでの容易な廃棄を可能にすることによる、環境に優しい構造；
・高い光学性能；
・規定された波長での高い放射出力；
・ＡｌＮとのＣＴＥマッチング；
・比較的低い製造価格；
・小型サイズ。
【０１０９】
　従来、低圧と中圧の水銀ランプの双方が消毒システムで利用されてきた。しかしながら
、これらの光源を、例えばＵＶＣ－ＬＥＤなどの高出力かつ高エネルギー効率のＵＶ光に
置き換えることが必要とされている。本考案に基づくＵＶランプおよびＵＶデバイスは、
従来のＵＶＧＩランプまたは装置と比較して、より大きいエネルギー効率を有する。これ
は、本考案のガラスが２００ｎｍで６０％を超えるＵＶ光を透過させることができ、その
ためエネルギー入力と放射出力との間の比率が大幅に改善されるためである。
【０１１０】
　これは、これらのガラスをＵＶＣ－ＬＥＤランプのカバーとして使用する場合に重要に
なる。従来の水銀蒸気ＵＶランプのエネルギー要件を１００％に設定する場合、本明細書
に記載のＵＶＣ－ＬＥＤで同じＵＶ放射を生成するために必要とされるエネルギーは約１
０～３０％である。言い換えると、従来のＵＶランプが１０Ｗのエネルギーを使用して特
定のＵＶ強度を放出する場合に、本明細書のデバイスはわずか１～３Ｗしか使用し得ない
。
【０１１１】
　前述したように、本明細書に記載のＵＶＣ透過性ガラスの別の利点は、その高い熱伝導
率（λｗ）であり、これは、９０℃で０．７５～１．２５Ｗ・ｍ－１Ｋ－１、別の実施形
態では約１．０Ｗ・ｍ－１Ｋ－１とすることができる。この優れた熱伝導率は、デバイス
の他の部分に害を及ぼす前に過剰な熱を簡単に逃がすことができるため、デバイスの寿命
を増加させる。これは、例えば通常は低い最適熱伝導率を有する石英ガラスとは対照的で
ある。
【０１１２】
　したがって、一実施形態では、本考案は、無指向性ＵＶランプの場合の規則（ＥＵ）Ｎ
ｏ　８７４／２０１２によるエネルギー効率指数（ＥＥＩ）が０．１１以下であり、かつ
指向性ＵＶランプの場合の規則（ＥＵ）Ｎｏ　８７４／２０１２によるエネルギー効率指
数（ＥＥＩ）が０．１３以下であるＵＶランプを含み得る。
【０１１３】
　本明細書に記載のＵＶ透過性ガラスは、ＵＶ感受性表面、ＵＶ感受性液体、および／ま
たはＵＶ感受性気体を含むあらゆる種類の表面からＭＲＳＡを除去するために使用するこ
とができる。
【０１１４】
　当然、本明細書に記載のＵＶ透過性ガラスは、ウイルス（例えばインフルエンザまたは
コロナウイルス科、例えばＳＡＲＳ－ＣｏＶ－２、特には例えばＳＡＲＳ－ＣｏＶ２－Ｄ
６１４Ｇのような耐性ウイルス変異種など）、細菌（胞子を含む）、病原性酵母、カビな
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どの他のＵＶ感受性病原性生物の除去のためにも使用することができる。
【０１１５】
　考えられる用途は、手指消毒剤（例えば個人用および公衆トイレ）、医療環境での室内
消毒剤、手術準備中または手術中または手術後におけるＭＲＳＡ除去、創傷治療、眼科治
療、食品消毒（例えば食品製造中、および／またはスーパーマーケットの肉、乳製品もし
くは野菜のカウンター）、家畜の消毒（特に、例えばバッテリーが敷設されるなどの集中
的な動物飼育の場合）、医薬化合物の製造および／または食品製造プロセス、保管設備お
よび／または多くの異なる使用者と接触することが多いＵＶ感受性表面、例えば、キーボ
ード、ハンドル、手すり、歯ブラシ、ヘアブラシ、装飾品、タッチデバイス、シェービン
グカミソリ、または子供のおもちゃの消毒を含む用途のリストから選択することができる
。
【０１１６】
　本考案で開示されるＵＶＣデバイスは、例えば以下のものなどの、「分析機器」として
広範囲の用途に使用することもできる：
・ＨＰＬＣ（高速液体クロマトグラフィー）：ライフサイエンスにおいて化学物質や化合
物を検出するための分析で使用される；
・分光計：バイオテクノロジー、ライフサイエンス、および環境モニタリングにまたがる
試験および分析の複数の用途で使用される；
・水質監視センサー：水中の化学物質を検出するために使用される（例えば、フラッキン
グの過程で、一般的な水の安全性の場合、または処理された廃水を処分する前に）。
【０１１７】
　別の実施形態では、本考案に開示のＵＶＣデバイスは、「水の消毒」のためのデバイス
を含み得る。この点で、ＵＶＣ　ＬＥＤは、必要な殺菌強度に到達するまでに長いウォー
ムアップ時間（５０秒から１０分の範囲）を必要とする従来の水銀ランプと比較して有利
である。加えて、頻繁なオン／オフサイクルは、寿命を５０％以上短くする可能性がある
。
【０１１８】
　結果として、これらの用途の水銀ランプは一日中維持する必要があり、ランプの交換頻
度が高くなり、消費電力が増加する。対照的に、ＵＶＣ　ＬＥＤの即時オンオフ性能はオ
ンデマンドの消毒を可能にし、これにより消費電力が大幅に削減される。
【０１１９】
　さらに、頻繁なオン／オフサイクルはＬＥＤの寿命を縮めず、運転およびメンテナンス
コストの削減に役立つ。
【０１２０】
　本考案に開示のＵＶＣデバイスのさらなる使用は、特にＵＶ感受性表面、液体、または
気体の場合、以下を含み得る：
・タンパク質分析、すなわち、データベース検索、配列比較、構造的および機能的予測を
使用するタンパク質の構造および機能のバイオインフォマティクス研究。
・分子同定、すなわち生物間で特定のＤＮＡ断片を比較するプロセス。
・サイトメトリー、すなわちバイオテクノロジーにおいて、フローサイトメトリーは、細
胞を液体の流れに懸濁させてこれらを電子検出装置に通すことにより、細胞カウント、セ
ルソーティング、バイオマーカー検出、およびタンパク質工学で使用される、レーザーま
たはインピーダンスに基づいた生物物理学的手法である。
・バイオフィルム処理システム、すなわち周囲の液体から有機および無機物質を除去する
ために細菌、真菌、藻類、および原生動物の使用を採用するシステム。
・通常約２３０ｎｍの波長で行われる硝酸塩および／またはＮＯｘ測定。
・通常約２４５ｎｍの波長で行われるパラセタモール濃度測定；および／または
・皮膚の状態を改善するための皮膚の治療（例えば乾癬、白斑、かゆみ、神経皮膚炎、に
きび、光線性皮膚炎、光線療法、バラ色粃糠疹等）。
【０１２１】



(21) JP 3233968 U 2021.9.9

10

20

30

40

50

　したがって、一実施形態では、本考案のＵＶ－ＬＥＤモジュールの使用は、水の消毒、
分析機器（ＨＰＬＣ、分光計、水監視センサー）、空気浄化、空気消毒、表面消毒（例え
ばキーボード消毒、エスカレーターの手すりのＵＶ滅菌装置）、サイトメトリー、分子同
定、タンパク質分析、バイオフィルム処理、硬化、リソグラフィー、植物成長、皮膚治療
、細菌検出、創薬、タンパク質分析、皮膚ビタミンＤ３産生の誘導、および／または滅菌
の群から選択することができる。
【０１２２】
　したがって、一態様では、本考案は、ＵＶ－ＬＥＤモジュール用の、例えば水の消毒、
分析機器（ＨＰＬＣ、分光計、水監視センサー）、空気浄化、空気消毒、表面消毒（例え
ばキーボード消毒、エスカレーターの手すりのＵＶ滅菌装置）、サイトメトリー、分子同
定、タンパク質分析、バイオフィルム処理、硬化、リソグラフィー、植物成長、皮膚治療
（乾癬、白斑、かゆみ、神経皮膚炎、にきび、光線性皮膚炎、光線療法、バラ色粃糠疹）
、細菌検出、創薬、タンパク質分析、皮膚ビタミンＤ３産生の誘導、および／または滅菌
の群から選択される用途での、気密封止レンズキャップとしての本考案によるガラスの使
用に関する。
【０１２３】
　ガラスは、好ましくはホウケイ酸ガラスである。
【０１２４】
　一実施形態では、ホウケイ酸ガラスは、以下の成分（酸化物ベースのｍｏｌ％）を含む
：
【表１】

【０１２５】
　別の実施形態では、ホウケイ酸ガラスは、以下の成分（酸化物ベースのｍｏｌ％）を含
む：
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【表２】

ここで、「Ｒ２Ｏ」はアルカリ金属酸化物Ｌｉ２Ｏ、Ｎａ２Ｏ、およびＫ２Ｏを指し、「
ＲＯ」はアルカリ土類金属酸化物ＭｇＯ、ＣａＯ、ＢａＯ、およびＳｒＯを指す。
【０１２６】
　本考案のガラスは、少なくとも４０ｍｏｌ％、または少なくとも６０ｍｏｌ％の割合で
ＳｉＯ２を含み得る。ＳｉＯ２は、ガラスの耐加水分解性および透過性に寄与する。Ｓｉ
Ｏ２含有量が過度に多い場合、ガラスの融点が過度に高くなる。温度Ｔ４およびＴｇも急
激に増加する。したがって、ＳｉＯ２の含有量は最大７８ｍｏｌ％、または最大８５％に
制限すべきである。
【０１２７】
　好ましくは、ＳｉＯ２の含有量は、少なくとも６１ｍｏｌ％、少なくとも６３ｍｏｌ％
、または少なくとも６５ｍｏｌ％、少なくとも６８ｍｏｌ％、少なくとも６９ｍｏｌ％、
または少なくとも７０ｍｏｌ％である。含有量は、最大７５ｍｏｌ％または最大７３ｍｏ
ｌ％、または最大７２ｍｏｌ％に制限することができる。
【０１２８】
　本考案のガラスは、最大１０ｍｏｌ％の割合でＡｌ２Ｏ３を含有する。Ａｌ２Ｏ３は、
ガラスの相分離安定性に寄与するが、比率が大きくなると耐酸性が低下する。さらに、Ａ
ｌ２Ｏ３は溶融温度とＴ４を上昇させる。したがって、この成分の含有量は、最大２５ｍ
ｏｌ％、または最大９ｍｏｌ％、または最大８ｍｏｌ％、または最大７ｍｏｌ％、または
最大５ｍｏｌ％、または最大４．５ｍｏｌ％に制限すべきである。いくつかの実施形態で
は、Ａｌ２Ｏ３は、少なくとも２ｍｏｌ％、少なくとも２．５ｍｏｌ％、または少なくと
も３ｍｏｌ％、または少なくとも３．２５ｍｏｌ％の少ない割合で使用される。いくつか
の実施形態では、ガラスはＡｌ２Ｏ３を含まなくてよい。
【０１２９】
　本考案のガラスは、少なくとも１２ｍｏｌ％の割合でＢ２Ｏ３を含み得る。Ｂ２Ｏ３は
、ガラスの溶融特性に有益な効果を有する。特に、溶融温度が低下し、ガラスを他の材料
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と低温で融着させることができる。しかしながら、Ｂ２Ｏ３の量は過度に多くならないよ
うにすべきであり、そうでない場合には、ガラスは相分離する強い傾向を有する。加えて
、過度に多いＢ２Ｏ３は耐加水分解性に悪影響を及ぼし、ガラスは製造中に大きい蒸発損
失を有する傾向があり、ノットのあるガラスになる。したがって、Ｂ２Ｏ３は最大２４ｍ
ｏｌ％、最大２２ｍｏｌ％、または最大２０ｍｏｌ％に制限すべきである。Ｂ２Ｏ３の含
有量は、少なくとも５ｍｏｌ％、少なくとも１２ｍｏｌ％、または少なくとも１４ｍｏｌ
％であってよい。
【０１３０】
　好ましい設計では、ＳｉＯ２とＡｌ２Ｏ３の含有量の合計（ｍｏｌ％）に対するＢ２Ｏ

３とＲ２ＯとＲＯの含有量の合計（ｍｏｌ％）の比率は、最大０．４、特には最大０．３
５、より好ましくは最大０．３４である。一実施形態では、この値は、少なくとも０．１
、好ましくは少なくとも０．２、または少なくとも０．２６である。上記の比率のガラス
は、耐加水分解性と相分離係数の点で優れた特性を有しており、低度の誘起減光しか示さ
ず、これは特にＵＶ透過性材料として使用する場合に多くの利点を有する。
【０１３１】
　本考案のガラスは、最大１０．０ｍｏｌ％、または最大３．０ｍｏｌ％、または最大２
．８ｍｏｌ％、または最大２．５ｍｏｌ％の割合でＬｉ２Ｏを含み得る。Ｌｉ２Ｏはガラ
スの融着性を高め、ＵＶ端をより短い波長に有益にシフトさせる。しかしながら、酸化リ
チウムは蒸発する傾向があり、相分離の傾向が増加し、混合物の価格も増加する。好まし
い設計では、ガラスはＬｉ２Ｏを少量のみ、例えば最大３．０ｍｏｌ％、最大２．８ｍｏ
ｌ％、最大２．５ｍｏｌ％、最大２．０ｍｏｌ％、または最大１．９ｍｏｌ％含むか、ガ
ラスはＬｉ２Ｏを含まない。特定の実施形態では、Ｌｉ２Ｏの含有量は１ｍｏｌ％～２ｍ
ｏｌ％である。
【０１３２】
　本考案のガラスは、最大１８ｍｏｌ％、または最大６ｍｏｌ％の割合でＮａ２Ｏを含有
する。Ｎａ２Ｏはガラスの融着性を増加させる。しかしながら、酸化ナトリウムは、ＵＶ
透過率の低下と、熱膨張係数（ＣＴＥ）の増加ももたらす。ガラスは、少なくとも１ｍｏ
ｌ％、または少なくとも２ｍｏｌ％の割合でＮａ２Ｏを含み得る。一変形形態では、Ｎａ

２Ｏの含有量は最大５ｍｏｌ％、または最大４ｍｏｌ％である。いくつかの実施形態では
、ガラスはＮａ２Ｏを含まなくてよい。
【０１３３】
　本考案のガラスは、最大４ｍｏｌ％の割合でＫ２Ｏを含む。Ｋ２Ｏはガラスの融着性を
高め、ＵＶ端をより短い波長に有益にシフトさせる。その含有量は、少なくとも０．３ｍ
ｏｌ％、または少なくとも０．７５ｍｏｌ％とすることができる。ただし、酸化カリウム
の含有量が過度に多いと、その同位体４０Ｋの放射特性により、光電子増倍管で使用され
た場合に妨害効果のあるガラスになる。したがって、この成分の含有量は、最大１５ｍｏ
ｌ％、最大１０ｍｏｌ％、最大５ｍｏｌ％、最大３ｍｏｌ％、または最大２ｍｏｌに制限
しなければならない。いくつかの実施形態では、ガラスはＫ２Ｏを含まなくてよい。
【０１３４】
　本考案の実施形態では、ｍｏｌ％単位でのＫ２Ｏに対するＮａ２Ｏの含有量の比率は、
少なくとも１．５、特には少なくとも２である。本考案の一実施形態では、前記比率は最
大４、特には最大３である。双方の酸化物は、ガラスの融着性を改善する役割を果たす。
ただし、使用されるＮａ２Ｏが過度に多いと、ＵＶ透過率が低下する。Ｋ２Ｏが過度に多
いと、熱膨張係数が増加する。示されている比率が最も良い結果を達成すること、すなわ
ちＵＶ透過率および熱膨張係数を有利な範囲にすることが見出された。特定の実施形態で
は、比率は１．８５～３である。
【０１３５】
　本考案のガラス中のＲ２Ｏの量は、好ましくは１０ｍｏｌ％以下、８ｍｏｌ％以下、ま
たは７ｍｏｌ％以下である。ガラスは、少なくとも３．５ｍｏｌ％、少なくとも４ｍｏｌ
％、または少なくとも４．５ｍｏｌ％の量のＲ２Ｏを含み得る。アルカリ金属酸化物はガ
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ラスの融着性を増加させるが、上述したように、より高い比率では様々な欠点をもたらす
。特定の実施形態では、Ｒ２Ｏの含有量は４．５ｍｏｌ％～６．０ｍｏｌ％である。
【０１３６】
　本考案のガラスは、最大１０ｍｏｌ％、最大６ｍｏｌ％、最大４ｍｏｌ％、または最大
２ｍｏｌ％の割合でＭｇＯを含み得る。ＭｇＯは融着性に関して有利であるものの、高い
比率では、望まれるＵＶ透過率に関して問題を有しており、また相分離の傾向があること
が分かっている。好ましい設計はＭｇＯを含まない。
【０１３７】
　本考案のガラスは、最大１６ｍｏｌ％、最大６ｍｏｌ％、最大４ｍｏｌ％、または最大
２ｍｏｌ％の割合でＣａＯを含み得る。ＣａＯは融着性に関して有利であるものの、高い
比率では、望まれるＵＶ透過率に関して問題を有することが分かっている。好ましい形態
は、ＣａＯを含まないか、わずかなＣａＯのみ、例えば少なくとも０．１ｍｏｌ％、少な
くとも０．３ｍｏｌ％、または少なくとも０．５ｍｏｌ％含有する。
【０１３８】
　本考案のガラスは、最大４ｍｏｌ％、最大１ｍｏｌ％、または最大０．５ｍｏｌ％の割
合でＳｒＯを含み得る。ＳｒＯは融着性に有利であるものの、高い比率では、望まれるＵ
Ｖ透過率に関して問題を有することが分かっている。好ましい設計はＳｒＯを含まない。
【０１３９】
　本考案のガラスは、最大１２ｍｏｌ％、または最大４ｍｏｌ％、または最大２ｍｏｌ％
の割合でＢａＯを含み得る。ＢａＯは耐加水分解性を改善させる。ただし、酸化バリウム
の含有量が過度に多いと、相分離が発生し、その結果ガラスが不安定になる。好ましい実
施形態は、少なくとも０．１ｍｏｌ％、少なくとも０．３ｍｏｌ％、または少なくとも０
．４ｍｏｌ％の量のＢａＯを含む。特定の実施形態では、ＢａＯの含有量は、０．３ｍｏ
ｌ％～１．５ｍｏｌ％である。いくつかの実施形態では、ガラスはＢａＯを含まなくてよ
い。
【０１４０】
　アルカリ土類酸化物ＲＯは相分離傾向に大きな影響を有することが示されている。その
ため、ある設計形態では、これらの構成要素の成分とそれら互いの関係に特別な注意が払
われる。したがって、ｍｏｌ％単位でのＭｇＯとＳｒＯとＣａＯの含有量の合計に対する
ｍｏｌ％単位でのＢａＯの比率は、少なくとも０．４にすべきである。好ましくは、この
値は、少なくとも０．５５、または少なくとも０．７、または少なくとも１．０である。
特に好ましい形態では、値は少なくとも１．５、さらには少なくとも２である。ＢａＯは
、他のアルカリ土類金属酸化物と比較して、相分離および耐加水分解性の点で最も大きい
利点を与える。ただし、比率は４．０または３．０を超えるべきではない。有利な形態で
は、ガラスは少なくとも少量のＣａＯとＢａＯを含み、ＭｇＯとＳｒＯを含まない。特定
の実施形態では、比率は、０．７～２．２である。
【０１４１】
　特にｍｏｌ％単位でのＢａＯに対するガラス中のＣａＯの割合の比率が２．０未満の場
合に有利な特性が得られる。特に、この比率は１．５未満または１．０未満にすべきであ
る。いくつかの実施形態では、比率はさらに低く、特に０．８未満、または０．６未満で
あり、好ましい設計では、この比率は少なくとも０．３である。特定の実施形態では、比
率は０．４～１．４である。
【０１４２】
　１つの変形形態では、ガラスは、ｍｏｌ％単位でのＢａＯに対するＢ２Ｏ３の比率が少
なくとも８かつ最大４５である。好ましくは、比率は少なくとも１０、または少なくとも
１１であり、好ましい設計では、前記比率は最大４２、または４０、または３９に制限さ
れる。別の実施形態では、比率は、最大１５または１４に制限され得る。特に、比率は、
１０以上４５以下、または別の実施形態では１１以上４２以下であり、特定の実施形態で
は比率は１１～１６である。別の一実施形態では、比率は３５～４５である。
【０１４３】
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　上記の比率を有するガラスは、耐加水分解性および相分離係数に関して良好な特性を示
し、また低い誘起吸光度も示す。
【０１４４】
　本考案のガラス中のＲＯの割合は、少なくとも０．３ｍｏｌ％とすることができる。ア
ルカリ土類金属酸化物は融着性に有利であるが、高い比率では、これらは望まれるＵＶ透
過率に関して問題を有することが分かっている。一変形形態では、ガラスは最大３ｍｏｌ
％のＲＯを含有する。一実施形態では、ＲＯの割合は１～３ｍｏｌ％である。
【０１４５】
　ｍｏｌ％単位でのアルカリ土類金属酸化物とアルカリ金属酸化物の含有量の合計、ＲＯ
＋Ｒ２Ｏは、最大１０ｍｏｌ％に制限することができる。有利な設計は、これらの成分を
最大９ｍｏｌ％の量で含むことができる。好ましくは、これらの酸化物の含有量は、少な
くとも４ｍｏｌ％、少なくとも５ｍｏｌ％、または少なくとも６ｍｏｌ％である。一実施
形態では、ＲＯ＋Ｒ２Ｏの割合は６～８ｍｏｌ％である。これらの成分は、相分離傾向を
高め、ガラスの耐加水分解性を非常に高い割合で低下させる。
【０１４６】
　ｍｏｌ％単位のＲ２ＯとＲＯの含有量の合計に対するＢ２Ｏ３のｍｏｌ％単位の含有量
の比率は、少なくとも１．３、少なくとも１．５、または少なくとも１．８とすることが
できる。比率は、最大６、最大４．５、または最大３に制限することができる。一実施形
態では、Ｂ２Ｏ３／（ＲＯ＋Ｒ２Ｏ）の比率は１．８～３．５である。Ｂ２Ｏ３に対する
アルカリまたはアルカリ土類酸化物の存在が過度に多いと、ガラスの相分離中にアルカリ
またはアルカリ土類ホウ酸塩が形成される可能性がある。上記の比率を調整することが有
利なことが証明された。
【０１４７】
　ＴｇおよびＴ４を含む溶融特性を確実に望まれる範囲内にするためには、ｍｏｌ％単位
でのＳｉＯ２とＡｌ２Ｏ３の含有量の合計に対するＢ２Ｏ３の含有量の比率を狭い範囲内
に設定することが有利な場合がある。有利な設計では、この比率は少なくとも０．１５お
よび／または最大０．４である。一実施形態では、Ｂ２Ｏ３／（ＳｉＯ２＋Ａｌ２Ｏ３）
の比率は、０．１７～０．３である。
【０１４８】
　アルカリ土類金属酸化物ＲＯの合計に対するアルカリ金属酸化物Ｒ２Ｏの合計のｍｏｌ
％単位での割合の比率は、好ましくは＞１、特には＞１．１、または＞２である。この設
計形態では、この比率は最大１０、最大７、または最大５である。一実施形態では、比率
は２～４である。
【０１４９】
　本考案のガラスは、０～６ｍｏｌ％の含有量でＦ－を含み得る。好ましくは、Ｆ－の含
有量は最大４ｍｏｌ％である。ある設計形態では、少なくとも１ｍｏｌ％、または少なく
とも２ｍｏｌ％のこの成分が使用される。成分Ｆ－はガラスの融着性を改善し、より短い
波長に向けてＵＶ端に影響を与える。
【０１５０】
　本考案のガラスは、１ｍｏｌ％未満、特には０．５ｍｏｌ％未満、または０．３ｍｏｌ
％未満の含有量でＣｌ－を含み得る。適切な下限は０．０１ｍｏｌ％または０．０５ｍｏ
ｌ％である。
【０１５１】
　本考案のガラスは、５ｍｏｌ％未満、特には２．５ｍｏｌ％未満、または１ｍｏｌ％未
満の含有量でＺｎＯを含み得る。適切な下限は０．０１ｍｏｌ％または０．０５ｍｏｌ％
である。いくつかの実施形態では、ガラスはＺｎＯを含まなくてよい。
【０１５２】
　本考案のガラスは、５ｍｏｌ％未満、２．５ｍｏｌ％未満、または特には１ｍｏｌ％未
満の含有量でＺｒＯ２を含み得る。適切な下限は０．０１ｍｏｌ％または０．０５ｍｏｌ
％である。いくつかの実施形態では、ガラスはＺｒＯ２を含まなくてよい。
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【０１５３】
　本考案のガラスは、３ｍｏｌ％未満、特には２ｍｏｌ％未満、または１ｍｏｌ％未満の
含有量でＳｎＯ２を含み得る。適切な下限は０．０１ｍｏｌ％または０．０５ｍｏｌ％で
ある。いくつかの実施形態では、ガラスはＳｎＯ２を含まなくてよい。
【０１５４】
　本明細書において、ガラスにある成分が含まれていない、または特定の成分が含まれて
いないと記載されている場合には、それはこの成分が多くても不純物としてしか存在し得
ないことを意味する。これは、有意な量添加されていないことを意味する。有意でない量
とは、０．５ｐｐｍ未満、好ましくは０．２５ｐｐｍ未満、好ましくは０．１２５ｐｐｍ
未満、最も好ましくは０．０５ｐｐｍ未満の量である。
【０１５５】
　一実施形態では、ガラスは、１０ｐｐｍ未満、特には５ｐｐｍ未満、または１ｐｐｍ未
満のＦｅ２Ｏ３を有する。一実施形態では、ガラスは、１０ｐｐｍ未満、特には５ｐｐｍ
未満、または１ｐｐｍ未満のＴｉＯ２を有する。一実施形態では、ガラスは、３．５ｐｐ
ｍ未満、特に２．５ｐｐｍ未満、または１．０ｐｐｍ未満のヒ素を有する。３．５ｐｐｍ
未満のアンチモン、２．５ｐｐｍ未満のアンチモン、または１．０ｐｐｍ未満のアンチモ
ンを含むガラスが好ましい。ＵＶ透過性とソラリゼーションへの悪影響の他に、特にヒ素
とアンチモンは毒性を有し環境に危険であり、回避すべきである。
【０１５６】
　特に好ましい設計では、ホウケイ酸ガラスは、以下の成分を含む（酸化物ベースのｍｏ
ｌ％）：

【表３】

【０１５７】
　別の特に好ましい形態では、ガラスは、以下のｍｏｌ％の成分を含む：
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【表４】

【０１５８】
　また別の特に好ましい形態では、ガラスは、以下のｍｏｌ％の成分を含む：

【表５】

【０１５９】
　ガラス物品は、ガラス管およびガラスロッドについて公知の延伸プロセスによって製造
することができる。当業者は、望まれる形状に応じて、適切な製造プロセス、例えばバー
のためのインゴットキャスティング、板状体を製造するためのフローティングまたはダウ
ンドローなどを選択するであろう。好ましくは、プロセス中のガラスの冷却は、望まれる
特性が得られるように調整される。
【０１６０】
　一実施形態では、ガラス物品は、ダナー法またはベロー法を使用して製造される。ベロ
ー法では、ガラス溶融物は、出口リングと針とで製造された成形ツールを通って下方に垂
直に（重力の方向に）流れる。成形ツールは、ガラス管またはガラスロッドの生成された
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断面のメス型（鋳型）を形成する。ガラス管の製造では、成形ツールの中央に成形部品と
して針が配置される。
【０１６１】
　ベロー法とダウンドロー法の違いは、まず第１にベロー法のガラス溶融物が成形ツール
を離れた後に水平方向にそれること、第２にベロー法では吹き込まれた空気の流れが通る
通路を針が有することである。ダナー法と同様に、吹き込まれた空気により、得られるガ
ラス管が崩壊しないようにされる。ダウンドロー法では、固化したガラス溶融物は事前に
方向を変えることなく分離される。方向転換がないため、ガラス管の製造中に吹き込まれ
る空気の使用を控えることもできる。
【０１６２】
　一実施形態では、本考案は、本明細書に開示のガラスから製造されたガラス物品に関す
る。ガラス物品の厚さ、特にガラス管の場合の肉厚は、少なくとも０．１ｍｍまたは少な
くとも０．３ｍｍとすることができる。厚さは、最大３ｍｍまたは最大２ｍｍに制限する
ことができる。ガラス物品の外径、例えばガラス管またはガラスロッドの外径は、最大５
０ｍｍ、最大４０ｍｍ、または最大３０ｍｍとすることができる。外径は、特に、少なく
とも１ｍｍ、少なくとも２ｍｍ、または少なくとも３ｍｍとすることができる。
【０１６３】
　以上のことから、本考案は、以下の実施形態にも関する：
　一態様では、本考案は、メチシリン耐性スタフィロコッカス・アウレウス（Staphyloco
ccus aureus）（ＭＲＳＡ）を除去するためのＵＶ透過性ガラスであって、該ＵＶ透過性
ガラスは、２７０ｎｍ～２２２ｎｍの波長範囲内の殺菌性ＵＶ光にＭＲＳＡを曝露させる
ために使用され、該ＵＶ光は、３．５ｐｐｍ未満の総白金含有量を有する該ＵＶ透過性ガ
ラスから製造されたランプカバーを備えたＵＶランプによって照射される、ＵＶ透過性ガ
ラスに関する。
【０１６４】
　別の態様では、殺菌性ＵＶ光に曝露された前記ＭＲＳＡは、２２２ｎｍを超えるＵＶ放
射に感受性を有するＵＶ感受性材料上に存在する。
【０１６５】
　さらに別の態様では、前記ＵＶ感受性材料は、動物の眼または皮膚などの生体組織表面
であり、動物は、昆虫、無脊椎動物、脊椎動物、哺乳類、および／またはヒトから選択さ
れる。
【０１６６】
　さらに別の態様では、ＢＳ　ＩＳＯ　２２１９６：２０１１－０８－３１に準拠した、
処理後のＭＲＳＡの前記除去は＞９９％である。
【０１６７】
　さらに別の態様では、ＭＲＳＡの前記ＵＶ曝露は、少なくとも２，０００～８，０００
マイクロワット秒毎平方センチメートル（μＷ・ｓ／ｃｍ２）の範囲である。
【０１６８】
　さらに別の態様では、前記ＵＶランプのカバーの全部または一部は、レンズの形に成形
される。
【０１６９】
　別の態様では、本考案は、２０７ｎｍ～２２２ｎｍの波長範囲にわたって少なくとも６
０％（１ｍｍの厚さで測定）の透過率を有するガラスに関し、このガラスは、３．５ｐｐ
ｍ以下の総白金含有量を有するホウケイ酸ガラスである。いくつかの実施形態では、３ｐ
ｐｍ以下、２．５ｐｐｍ以下、２ｐｐｍ以下である。また、ガラスは、ＩＳＯ　７１９に
従って決定されるガラス１ｇあたりのμｇ単位での抽出されたＮａ２Ｏ当量が２５０μｇ
／ｇ以下であることによって特徴付けられる耐加水分解性を有する。いくつかの実施形態
では、１８０μｇ／ｇ以下、１２０μｇ／ｇ以下、５０μｇ／ｇ以下である。
【０１７０】
　さらに別の態様では、前記ガラスは、２００ｎｍで少なくとも４０％、少なくとも５０
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５％、少なくとも６０％、少なくとも６５％、ならびに／または２３０ｎｍで少なくとも
６０％、少なくとも６５％、少なくとも７５％、ならびに／または２６０ｎｍ、２８０ｎ
ｍ、および／もしくは３１０ｎｍの波長［λ］で少なくとも７５％、少なくとも８０％、
少なくとも８５％の透過率を有する（１ｍｍの厚さで測定）。一実施形態では、２００ｎ
ｍにおける透過率は、最大９５％、最大８５％、または最大７０％である。
【０１７１】
　多くの用途では、ＵＶ範囲で可能な限り最も均一な透過率が望まれる。本考案のガラス
は、少なくとも１．００かつ最大２．００、特には最大１．６５、または最大１．５０の
、２００ｎｍにおける透過率に対する２５４ｎｍにおける透過率（それぞれ１ｍｍのサン
プル厚で測定）の比率を有し得る。
【０１７２】
　さらに別の態様では、前記ガラスは、１０ｐｐｍ未満の、１種以上のＵＶ遮断性不純物
の総含有量を含む。いくつかの実施形態では、８ｐｐｍ未満、さらには５ｐｐｍ未満であ
る。
【０１７３】
　さらに別の態様では、前記ガラスは、ロジウム、鉛、カドミウム、水銀、六価クロム、
鉄、チタン、およびそれらの任意の組み合わせから選択される１種以上のＵＶ遮断性不純
物を含む。
【０１７４】
　さらに別の態様では、前記ガラスは、１．０ｐｐｍ未満の総白金含有量を含む。
【０１７５】
　波面偏差は、±０．１ｍｍ未満、±０．０８ｍｍ未満とすることができ、さらなる実施
形態では、±０．０３５ｍｍ未満、±２５μｍ未満、±１５μｍ未満、±５μｍ未満とす
ることができる。任意選択的には、波面偏差は０．１μｍ～２５０μｍ、または１μｍ～
１００μｍ、または２μｍ～８５μｍとすることができる。
【０１７６】
　さらに別の態様では、前記ガラスは、１．４５０～１．５８０の屈折率ｎｄを有する。
【０１７７】
　さらに別の態様では、前記ガラスは、示されている量で以下の成分（ｍｏｌ％）を含む
：
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【表６】

【０１７８】
　別の態様では、本考案は、ＵＶ－ＬＥＤモジュール用の、例えば水の消毒、分析機器（
ＨＰＬＣ、分光計、水監視センサー）、空気浄化、空気消毒、表面消毒（例えばキーボー
ド消毒、エスカレーターの手すりのＵＶ滅菌装置）、サイトメトリー、分子同定、タンパ
ク質分析、バイオフィルム処理、硬化、リソグラフィー、植物成長、皮膚治療（乾癬、白
斑、かゆみ、神経皮膚炎、にきび、光線性皮膚炎、光線療法、バラ色粃糠疹）、細菌検出
、創薬、タンパク質分析、皮膚ビタミンＤ３産生の誘導、および／または滅菌の群から選
択される用途での、気密封止レンズキャップとしての前記ガラスの使用に関する。
【図面の簡単な説明】
【０１７９】
【図１】異なる厚さ（１ｍｍおよび０．３４ｍｍ）および異なるＵＶ波長における本考案
の「ガラスｎｏ．１」の透過率曲線を示す図。
【図２】様々なＬＥＤパッケージａ）～ｆ）におけるＵＶ透過性ガラスの考えられる使用
を示す図。
【図３】様々なＬＥＤパッケージａ）～ｅ）におけるＵＶ透過性ガラスの考えられる使用
を示す図。
【図４】本考案の「ガラスｎｏ．１」の透過率曲線を示す図。
【図５】「比較ガラス１」の透過率曲線を示す図。
【図６】「比較ガラス２」の透過率曲線を示す図。
【実施例】
【０１８０】
　実施例１
　いずれのガラスも、石英ガラスるつぼ内にて還元条件下で溶融し、石英ガラス攪拌機で
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均一にした。全ての溶融物を４６５℃の冷却炉に入れ、３０Ｋ／ｈの速度で室温まで冷却
した。
【０１８１】
　溶融物「ガラスＮｏ．１」を１６１０℃で溶融し、１６２０℃で６０分間精製し、次い
で同じ温度で３０分間撹拌し、その後１６２０℃で１２０分間放置した。その結果、ガラ
スは可能な限り気泡を有していなかった。
【０１８２】
　キャスティング後、Ｐｔを含まない形態（「ガラスＮｏ．１」）から透明なガラスキャ
ストブロックが得られた。
【０１８３】
　ガラスの化学分析に加えて、ガラスの透過率曲線を、キャストブロック上の少なくとも
２つの異なる場所で記録した。同じサンプルの厚さで透過率曲線を計算できるようにする
ために、屈折率も波長の関数として決定した。
【０１８４】
　次の表は、本開示による例示的なガラスをｍｏｌ％で示している。
【０１８５】
【表７】

【０１８６】
　「ガラスＮｏ．１」と同じ組成でかつ以下のものを含む、２つの「比較ガラス」を製造
した：
・「比較ガラス１（Ｃ１）」：７．９ｐｐｍのＦｅ２Ｏ３および８．３ｐｐｍのＴｉＯ２

および３．５ｐｐｍのＰｔ。
・「比較ガラス２（Ｃ２）」：３．３ｐｐｍのＦｅ２Ｏ３および２０．９ｐｐｍのＴｉＯ

２および３．８ｐｐｍのＰｔ。
【０１８７】
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【表８】

【０１８８】
　・ガラスＮｏ．１を用いたＵＶ透過率試験
　ガラスＮｏ．１のＵＶ透過率を、様々な厚さと波長で試験した。０．３４ｍｍの厚さで
以下の透過率が測定された。
・２００ｎｍ－７３．５％
・２０７ｎｍ－７７．５％
・２２２ｎｍ－８３．０％
　１ｍｍの厚さで以下の透過率が測定された。
・２００ｎｍ－６２．２％
・２０７ｎｍ－６７．５％
・２２２ｎｍ－７７．０％
　その後、ガラスＮｏ．１を比較ガラスＣ１およびＣ２と比較した。Ｐｔ汚染はそれぞれ
３．５および３．８ｐｐｍであった。
【０１８９】
　２００ｎｍにおける透過率は、ガラスＮｏ．１と比較して、６０～６５％から、ガラス
Ｃ１では約５０％に減少し、ガラスＣ２では約２０～３０％に減少した。これは、Ｐｔ汚
染の影響が大きいことだけでなく、鉄やチタンなどの他の汚染物質が透過率に影響を及ぼ
すことも示している。
【０１９０】
　ＵＶランプおよび／またはＵＶ－ＬＥＤランプの製造
　ＬＥＤパッケージのカバーとしてガラスを使用することにより、ＵＶＣ透過性ガラスＮ
ｏ．１を使用してＵＶＣ－ＬＥＤランプを製造した。ＬＥＤパッケージのパッケージサイ
ズは３．５×３．５ｍｍであった。
【０１９１】
　ＬＥＤパッケージのその他の特徴：
・基板：キャビティを有するＡｌＮ（高さ約１．０ｍｍ）
・ウインドウの厚さ：０．３ｍｍ（平坦）
・はんだ材料：Ａｕ／Ｓｎ、Ａｕ／Ｎｉ
　さらに、ＵＶＣ透過性の封入材料を使用して、ＬＥＤをさらに保護およびカバーした。
そのような封入材料は、メチルメタクリレートとアシルオキシイミノメタクリレートエス
テルとのコポリマーとすることができる。本実施例では、ポリ－（メチルメタクリレート
－ｃｏ－３－メタクリロイル－オキシイミノ－２－ブタノン）を使用した。
【０１９２】
　有利な熱特性のため、ＵＶＣ－ＬＥＤランプを高いガス圧であってもオートクレーブ処
理可能にし、高湿度または高いガス圧を含む環境で使用可能とするために、ガラスカバー
をレーザーでパッケージ表面にフリットシーリングすることができる。
【０１９３】
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　・ＵＶ－ＬＥＤカバーとしてのエネルギー効率試験
　ＬＥＤランプを従来のＬＥＤランプと比較した。本考案を使用して製造したＬＥＤは、
従来のＵＶランプよりも約３０％高いエネルギー効率を有することが判明した。
【０１９４】
　・ＭＲＳＡ除去試験
　ＭＲＳＡ－ＣＦＵ（コロニー形成単位）が存在する表面に、本考案のＵＶＣ－ＬＥＤラ
ンプを照射した。２００ｎｍで２，５００μＷ・ｓ／ｃｍ２のＵＶＣを１０分間照射した
。１０分間ＵＶＣ処理した後、確認できたＭＲＳＡ－ＣＦＵは１％未満であった。
【０１９５】
　したがって、ガラスＮｏ．１は、高いＵＶ透過率と、９８℃の水の中に抽出される２０
、２５、３０、５０、１００、１８０および／または２５０μｇ／ｇ以下のＮａ２Ｏの当
量により特徴付けられる耐加水分解性と、を備えたガラスである。
【０１９６】
　実施例２
　高いＵＶ透過性と耐加水分解性とを有するその他の本考案のガラス組成を以下の表に示
す。成分の含有量はｍｏｌ％で記載されている。ガラスのその他の物理的特性も記載され
ている。
【０１９７】
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【表９】

【０１９８】
　次の表は、重水素ランプにそれぞれ４８時間および９６時間暴露した後の耐ソラリゼー
ション性（誘起吸光度）を示している。透過率は、０．７～０．７５ｍｍのガラス厚で測
定したものである。
【０１９９】
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【表１０】

【０２００】
　次の表は、重水素ランプにそれぞれ４８時間および９６時間暴露した後のいくつかのガ
ラスについてのおおよその透過値を示している。
【０２０１】

【表１１】

【０２０２】
　図面の詳細な説明
　図１は、異なる厚さ（１ｍｍおよび０．３４ｍｍ）および異なるＵＶ波長における本考
案の「ガラスｎｏ．１」の透過率曲線を示す。
【０２０３】
　図２は、様々なＬＥＤパッケージａ）～ｆ）におけるＵＶ透過性ガラスの考えられる使
用を示す。ガラスレンズ［１］の形状により、具体的な用途に応じて、ＵＶ光の集束また
は分散が可能である。さらに、カバーガラス［１］は、ＵＶ光が横方向にも放出されるよ
うに、ＵＶ源（例えばＵＶ－ＬＥＤ）［４］を取り囲むことができる（図２ｃ）～ｆ）参
照）。ケーシング［３］の背面にある反射要素は、発光効率を改善することができる。ケ
ーシング［３］としては、熱伝導率が高い窒化アルミニウムセラミック（ＡｌＮセラミッ
ク）を使用することができる。ＬＥＤ［４］とガラスカバー［１］は、ケーシング［３］
に金属はんだ付け［２］することができる。
【０２０４】
　図３において、ガラスをケーシング［３］に金属はんだ付け［２］する（図３ａ）参照
）代わりに、本考案のＵＶ透過性ガラス［１］をレーザーフリットシーリング［６］によ
りケーシングに取り付けることもできる（図３ｂ）～ｅ）参照）。ケーシング［３］に金
属はんだ付け［２］可能なＬＥＤ［４］を、透明な封入材料［５］中にさらに完全に封入
することができる。そのような封入材料は、メチルメタクリレートとアシルオキシイミノ
メタクリレートエステルとのコポリマーであってよい。実施例では、ポリ－（メチルメタ
クリレート－ｃｏ－３－メタクリロイル－オキシイミノ－２－ブタノン）を使用した。そ
の場合、レーザーフリットシーリング［６］により、ＬＥＤ要素は環境の影響から完全に
保護され、結果としてこの構成は、特に強酸性のクリーナーおよび／または消毒剤を定期
的に使用する場合の過酷な環境条件に最適である。この場合も、ケーシング［３］として
、熱伝導率が高い窒化アルミニウムセラミック（ＡｌＮセラミック）を使用することがで
きる。この場合も、ケーシング［３］の背面にある反射要素により、発光効率を改善する
ことできる。
【０２０５】
　図４～図６は、異なるガラスの透過率曲線を示す。２００ｎｍにおける透過率は、６０
～６５％（本考案の「ガラスｎｏ．１」）から約５０％（「比較ガラスｎｏ．１」）およ
び２０～３０％（「比較ガラスｎｏ．２」）まで減少した。これは、白金およびその他の
汚染物質によるＵＶ透過率への大きな影響を示している。
【０２０６】
　図４は、Ｐｔを含まず、鉄とチタンの含有量が少ない本考案の「ガラスｎｏ．１」（実
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施例１に従って製造）の透過率曲線を示す。同じガラスキャストブロックの異なる場所で
２回の測定を行った。同じガラスの透過率測定値の変動は、キャストブロックの不均一性
によるものである。
【０２０７】
　図５は、３．５ｐｐｍの白金、７．９ｐｐｍの鉄、および８．３ｐｐｍのチタンの含有
量を有する「比較ガラス１」の透過率曲線を示す。同じガラスキャストブロックの異なる
場所で２回の測定を行った。同じガラスの透過率測定値の変動は、キャストブロックの不
均一性によるものである。
【０２０８】
　図６は、３．８ｐｐｍの白金、３．３ｐｐｍの鉄、および２０．９ｐｐｍのチタンの含
有量を有する「比較ガラス２」の透過率曲線を示す。「比較ガラス２」について、同じガ
ラスキャストブロックの異なる場所で３回の測定を行った。同じガラスの透過率測定値の
変動は、キャストブロックの不均一性によるものである。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月24日(2021.6.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ＵＶ源（４）とケーシング（３）とカバーガラス（１）とを有する紫外線ランプであっ
て、
　前記カバーガラス（１）は、前記カバーガラス（１）が前記ＵＶ源（４）を少なくとも
部分的に取り囲むように前記ケーシング（３）に接続され、
　前記カバーガラス（１）は、２０７ｎｍ～２２２ｎｍの波長範囲にわたって１ｍｍの厚
さで測定された少なくとも６０％の透過率を有し、前記カバーガラス（１）は、ホウケイ
酸ガラスであり、３．５ｐｐｍ以下の総白金含有量を有し、ＩＳＯ　７１９に従って決定
されるガラス１ｇあたりのμｇ単位での抽出されたＮａ２Ｏ当量が２５０μｇ／ｇ以下で
あることを特徴とする耐加水分解性を有する、
紫外線ランプ。
【請求項２】
　前記カバーガラス（１）は、２００ｎｍで１ｍｍの厚さで測定された少なくとも６０％
の透過率を有する、および／または、前記カバーガラス（１）は、２６０ｎｍ、２８０ｎ
ｍおよび／または３１０ｎｍの波長［λ］で１ｍｍの厚さで測定された少なくとも８５％
の透過率を有する、
請求項１記載の紫外線ランプ。
【請求項３】
　前記カバーガラス（１）は、１種以上のＵＶ遮断性不純物の総含有量が、１０ｐｐｍ未
満である、
請求項１または２記載の紫外線ランプ。
【請求項４】
　前記１種以上のＵＶ遮断性不純物は、鉛、カドミウム、水銀、ロジウム、六価クロム、
鉄、チタン、およびこれらの任意の組み合わせから選択される、
請求項３記載の紫外線ランプ。
【請求項５】
　前記カバーガラス（１）の前記総白金含有量は、１．０ｐｐｍ未満である、
請求項１から４までのいずれか１項記載の紫外線ランプ。
【請求項６】
　前記カバーガラス（１）は、±０．１ｍｍ未満の波面偏差（ピークから谷まで）を有す
る、
請求項１から５までのいずれか１項記載の紫外線ランプ。
【請求項７】
　前記カバーガラス（１）は、１．４５０～１．５８０の屈折率ｎｄを有する、
請求項１から６までのいずれか１項記載の紫外線ランプ。
【請求項８】
　前記カバーガラス（１）は、以下の成分を、示された量（ｍｏｌ％）：
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【表１】

で含む、
請求項１から７までのいずれか１項記載の紫外線ランプ。
【請求項９】
　前記カバーガラス（１）は、以下の成分を、示された量（ｍｏｌ％）：

【表２】
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で含む、
請求項１から７までのいずれか１項記載の紫外線ランプ。
【請求項１０】
　前記カバーガラス（１）は、以下の成分を、示された量（ｍｏｌ％）：
【表３】

で含み、
　ＳｉＯ２とＡｌ２Ｏ３の含有量の合計（ｍｏｌ％）に対するＢ２Ｏ３とＲ２ＯとＲＯの
含有量の合計（ｍｏｌ％）の比率は、最大０．４でかつ少なくとも０．２６であり、
　Ｋ２Ｏに対するＮａ２Ｏのｍｏｌ％単位での含有量の比率は、１．８５～３であり、
　Ｒ２Ｏの前記量は、４ｍｏｌ％～７ｍｏｌ％であり、
　ｍｏｌ％単位でのＭｇＯとＳｒＯとＣａＯの含有量の合計に対するｍｏｌ％単位でのＢ
ａＯの比率は、０．７～２．２であり、
　前記カバーガラス（１）は、３５～４５の、ｍｏｌ％単位でのＢａＯに対するＢ２Ｏ３

の比率を有する、
請求項１から７までのいずれか１項記載の紫外線ランプ。
【請求項１１】
　前記カバーガラス（１）は、管の形状を有する、
請求項１から１０までのいずれか１項記載の紫外線ランプ。
【請求項１２】
　前記ＵＶ源（４）は、紫外線ＬＥＤを含む、
請求項１から１１までのいずれか１項記載の紫外線ランプ。
【請求項１３】
　特定のＵＶ透過性ホウケイ酸ガラスから製造された紫外線ランプカバーガラス（１）で
あって、
　前記紫外線ランプカバーガラス（１）は、以下の成分を、示された量（ｍｏｌ％）：
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【表４】

で含み、
　ＳｉＯ２とＡｌ２Ｏ３の含有量の合計（ｍｏｌ％）に対するＢ２Ｏ３とＲ２ＯとＲＯの
含有量の合計（ｍｏｌ％）の比率は、最大０．４でかつ少なくとも０．２６であり、
　Ｋ２Ｏに対するＮａ２Ｏのｍｏｌ％単位での含有量の比率は、１．８５～３であり、
　Ｒ２Ｏの前記量は、４ｍｏｌ％～７ｍｏｌ％であり、
　ｍｏｌ％単位でのＭｇＯとＳｒＯとＣａＯの含有量の合計に対するｍｏｌ％単位でのＢ
ａＯの比率は、０．７～２．２であり、
　前記紫外線ランプカバーガラス（１）は、３５～４５の、ｍｏｌ％単位でのＢａＯに対
するＢ２Ｏ３の比率を有する、
紫外線ランプカバーガラス（１）。
【請求項１４】
　前記紫外線ランプカバーガラス（１）は、２１０ｎｍで１ｍｍの厚さで測定された少な
くとも６５％の透過率を有する、
請求項１３記載の紫外線ランプカバーガラス（１）。
【請求項１５】
　前記紫外線ランプカバーガラス（１）は、管の形状を有する、
請求項１３または１４記載の紫外線ランプカバーガラス（１）。
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